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農業の６次産業化農業の６次産業化
～持続可能な農業のひとつのかたち～～持続可能な農業のひとつのかたち～

市では、農林漁業者の所得の確保と農林漁業の持続的かつ健全な発展を目指し、
農林漁業者の６次産業化の取組を推進しています。

農業の６次産業化とは何か。具体的な事例や取り組む皆さんを紹介します。

生 産 加 工 流通・販売

6次産業＝

所得向上
（付加価値・利益）

雇用の場の創出

地域の活性化

農林漁業者が生産+加工・流通（販売）を一体化
1次産業1次産業 2次産業2次産業 3次産業3次産業× ×

　６次産業化は農林漁業者が生産（第１次産業）だけでなく、加工（第２次産業）、流通・販売（第３次産業）にも関わることによ
り、農林水産業に新たな付加価値を生み出す取組です。農村に存在するさまざまな地域資源を活用し、新たな付加価値を創り
出すことにより、雇用と所得を確保し、地域活力の向上を目指します。
　なお、６次産業化というと、食品工場で加工して、お店も構えてなどという大掛かりなイメージを持つかもしれませんが、
例えば、りんご農家がはぶき
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のりんごを使ったジャムを作って、直売所で販売することも６次産業化の一つのかたちです。

６次産業化とは？

　  農政課　TEL21・0053

イラスト「政府広報オンライン」からの転載
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上田市内の６次産業化の取組

❶「稲倉の棚田」の取組
　「稲倉の棚田」は、「日本の棚田百選」にも選ばれ
ている、上田市が誇る棚田です。大規模化・機械
化が進む米生産ですが、「日本の原風景とも言え
る棚田の景観を守り、将来に残していきたい」と
いう地元住民の想

おも

いにより、はぜかけによる天日
干し乾燥など、手作業での米生産に取り組んでい
ます。この手作業での米生産に付加価値を見出し、
利益につなげていくことで、持続可能な棚田の保
全活動を目指しています。

●稲倉の棚田米の販売
　首都圏で全国の棚田米を取り扱う事業者との取
引を開始し、「稲倉の棚田」という付加価値を価格
に反映させて、販売しています。
　また、地域おこし協力隊がSNSを利用した棚田
の広報や情報発信、棚田米の販路拡大等６次産業
化に関しても精力的に活動しています。

●棚田オーナーと棚田サポーター
　稲倉の棚田のPRや応援してくれる方を増やすとともに、棚田を保全するための費用をねん出するために、料金をい
ただいて棚田のオーナーになってもらう制度です。
　また、体験イベントのみに参加する棚田サポーター制度もあります。

●酒米「ひとごごち」を使用した日本酒の醸造
　主食用の米だけでなく、酒米の栽培にも挑戦しています。
　平成27年度は、地元酒造メーカーの協力を得て、長野県が開発した酒米「ひとごこち」を栽培・醸造し、純米吟醸酒
として販売したところ大変好評をいただき、わずか１か月で完売しました。

上田市の農業生産の強み

　６次産業化を成功させるためには、まずは、いかに良い農産物を生産するかが重要になってきます。上田市の３大農産物は、
「レタス」、「米」、「りんご」ですが、これら以外にも多種多様な農産物が栽培されています。上田はおいしい作物ができる地域
であり、農業生産に高い可能性があります。

❶1,000ｍの標高差と良質の水

❷長い日照時間と寒暖の差

　標高・標高差があるため、温暖化の影響を受けにく
く、低地から高冷地までの標高差を活

い

かし、多種多様
な農産物を栽培することができます。上田市の農地の
標高差は約1,000ｍもあります。
　また、菅平と美ヶ原という２つの分

ぶん

水
すい

嶺
れい

を持ち、山
の湧水をそのまま農業に使えるメリットがあります。

　雨が少なく日照時間が長いため、植物が昼間にたっ
ぷりと太陽の光を浴びることができ、光合成が活発に
行われて果実等の発育が良くなります。さらに夜間の
気温が低くなることから、農産物自体の呼吸による養
分の消耗が少なくなります。こられの要因により蓄積
される養分が多くなるため、農産物の収量・味が良く
なります。
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❷ワイン用ぶどうの生産
　～世界基準のシルクから世界基準のワインへ～

　かつて上田はその地の利を活かし、日本の近代化を
支えた世界基準のシルクを生産していました。近年で
は世界基準のワイン用ぶどうを生産する取組が実を結
びつつあります。
　上田の降水量が少なく日照時間が長い気候と水はけ
がよい土壌の質は、メルロー、カベルネ・ソービニヨ
ン、シャルドネなど欧州系品種のワイン用ぶどうの栽
培に特に適しており、日本の大手ワインメーカーがトッ
プクラスのワインを製造するために東山地区や陣場地
区に積極的に参入しています。また、上田は県が構想
した千曲川ワインバレーの一部となっています。
　今年２月には千曲川ワインバレーの関係市町村（上田
市を含む４市３町１村）が地域一体となって、ワイン産
業振興を推進するため、特産酒類の製造事業に係る広
域特区「千曲川ワインバレー（東地区）特区」を取得し、
千曲川ワインバレー特区連絡協議会を設立しました。
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❸「地産地消推進の店」と「上田地産地消推進会議推奨品」の認定
　上田市「地産地消推進の店」は、上田地域産品を積極的に使用して、安全安心な食を提供し
ようとするお店を認定する制度、「上田地産地消推進会議推奨品」は、上田地域産品を原材料
とした加工品・調理品等の中で、特に優れた商品を推奨品として認定する制度で、地産地消
を６次産業化にもつなげていこうとするものです。
　平成28年９月末現在、70店舗、43品が認定されています。

❹上田産ニンニクのブランディング化
　NPO法人アイダオが中心となり、八十二銀行と上田市を加えた３者で「信州上田産ブランディング協議会」を設置し
ました。
　協議会では、上田のご当地グルメである「美

お

味
い

だれ」の原料となるニンニクをNPO法人侍学園スクオーラ・今
いまじん

人が栽
培し、地元商店が加工し、市内観光施設などで販売する６次産業化の取組を支援しています。

侍学園スクオーラ・今人　西
にしざわたか

澤考記
のり

さん

「生きる力」
　ニンニクというのはかなり難しい作物で、協議会が紹介した専
門家のアドバイスをいただき、土壌調査も行う中で収穫量を上げ
ていこうと取り組んでいます。栽培し、収穫したニンニクは生徒
が皮むき、カットをした上で醤

しょう

油
ゆ

を使って美味だれに加工してい
ます。
　学園のプログラムの中で農業を取り入れているのは、食への感
謝を実感してもらい、実際に泥にまみれて自分で食べるものを自
分で作る体験を通し、生きる力の一つとしてもらうことを目的と
しています。生産・加工・販売のそれぞれの行程の中で、生徒た
ちが将来役に立つ何かを見つけてくれればと思っています。



広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.15

　６次産業化法で設けている認定制度に沿って「総合化事業計画」を作成して国に申請し、認定を受け、その計画に基づ
いて農林水産物等の生産・加工・販売を一体的に行う事業者を「総合化事業計画認定者」と呼び、市内では３事業者が認
定を受けています。
　事業に取り組む皆さんを紹介します。

農業生産法人信州せいしゅん村  代表  小
こばやし

林一
いちろう

郎さん
「都市から人を呼び、地域を守る」
　武石地域は少子化、高齢化が進み、地域社会の担い手がどんど
ん少なくなっている危機的な状況です。人口減少の中、「地域が
手に負えなくなってしまったらどうしよう」と思った時に、行政
や地域の人たちだけに頼るのではなく、都市部の人たちに訪れて
もらうことで地域を守っていこうと考えました。
　そして、従来の農業のように農産物を作って売るだけではなく、
都市部などの人に農村生活を体験してもらい、それにより地域の
人が糧を得られるような地域にしようと、信州せいしゅん村の活
動を始めました。
　「ほっとステイ」という日帰りの農村生活体験活動をしてきた中で、地域に人が訪れてくれるようになり、その人たちや
地域の人たちに食を提供したり、加工品を販売するために「農家レストラン」を始めました。100％武石産のそば粉を使っ
た十割そばをはじめ、自家栽培で育てたきび

4 4

やえごま
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などを使ったおはぎなどを提供しています。
　６次産業化は簡単なものではなく、机上論でできるものではありません。大変なこともありますが、訪れてくれる人や
地域で受け入れてくれる皆さんの感謝の言葉に癒

いや

されながら活動しています。

NPO法人  和
わゆうがくしゃ

遊学舎  理事長  樋
ひ

澤
ざわ

行
ゆき

正
まさ

さん

「蚕都上田　絹の地域づくり」
　３年ほど前に、着物を作るには桑がないと始まらないというこ
とで、最初に遊休荒廃地に桑を植えました。次に空き家だった古
民家を借りて整備し、蚕を育てました。今年の春、初めてその桑
を与えた蚕から絹糸ができました。まだ桑の葉は十分な量ではな
いですが、数年後には小牧の畑に植えた数千本の桑が養蚕に使え
るようになります。
　障がいのある皆さんも養蚕の仕事をしていますので、継続的に
安定した就労の場づくりになっていければと思っています。
　一番は、上田に住んでいる人が、上田で素材を作り、それを使っ
て上田に古くからある織物をこの場所で作ることこそが文化を
伝えていくことの基本ではないかと思います。

農事組合法人ずくだせ農場  代表  永
ながやま

山一
かず お

男さん
「楽しくて稼げる農業」
　後継者不足の話を聞き、農業で楽しく稼げたら若者がたくさん
入ってくるのではないかと考えました。その結果、若者がどんど
ん集まってきました。今は20～30代の若いスタッフが17人いて
全員正規雇用です。現在は味

み そ

噌を主力に生産、販売しています。
　その土地に合っている在来種を育てるのに化学肥料はいらな
い、農薬はいらない、いるのは太陽と水と土です。
　今は何でも手に入る時代です。それは便利かもしれないですが
つまらない。その土地に行かなければ食べられないおいしい農産
品があるということに「食べる楽しみ」があると思い、活動を通じ
て発信しています。

６次産業化に取り組む皆さん（総合化事業計画認定事業者）
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小
・
中
学
校
と
も
に「
授
業
で
扱
う

ノ
ー
ト
に
は
、
学
習
の
目
標（
め
あ
て
・

ね
ら
い
）と
ま
と
め
を
書
い
て
い
た
」と

答
え
た
児
童
生
徒
の
割
合
が
大
幅
に
増

え
ま
し
た
。
自
ら
ね
ら
い
や
ま
と
め
、

学
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振
り
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り
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事
に
し
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学
ぶ
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ぶ
姿
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り
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み
た
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と
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え
て
い
ま
す
。

　

一
方
、「
生
活
習
慣
や
学
習
環
境
に

関
す
る
調
査
」で
は
、
小
学
校
で
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庭

学
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時
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と
い
う
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い
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が

み
ら
れ
る
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、
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ー
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り
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す
。

ま
た
、
中
学
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で
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
生

徒
の
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と
い
う
良
い
傾
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あ
る
も

の
の
、テ
レ
ビ
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の
視
聴
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長
く
、

家
庭
学
習
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が
減
少
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向
に
あ
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ま

す
。
児
童
生
徒
が
よ
り
よ
い
生
活
習
慣

や
学
習
習
慣
を
身
に
つ
け
、
計
画
的
に

時
間
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
深
め
て

い
き
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
調
査

結
果
を
有
効
に
活
用
し
、
今
後
も
児
童

生
徒
の
学
力
向
上
に
結
び
付
く
施
策
を

立
案
・
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

各
学
校
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
結
果
を

今
後
の
指
導
改
善
に
活い

か
す
こ
と
で
、

確
か
な
学
力
の
定
着
と
そ
れ
を
活
用
す

る
力
の
育
成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
全
国
一
斉
の
学

力
・
学
習
状
況
調
査
に
、
市
内
25
校
の
小
学

６
年
生
と
11
校
の
中
学
３
年
生
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

国
語
、
算
数
・
数
学
の「
教
科
に
関
す
る

調
査（
知
識
・
活
用
）」と「
生
活
習
慣
や
学
習

環
境
に
関
す
る
調
査
」の
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

傾
向
と
今
後
の
方
向
性

　  学校教育課
　　TEL23・5101
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国語
　平均正答率は知識分野が73.0%、活用分野は58.2%で、全国値
をやや上回りました。知識、活用とも、正答数の多い上位層が少
ないことが昨年同様の課題で、活用では中位層が多い中心化傾向
が見られました。
　「平仮名で表記されたものをローマ字で書く」問題では全国平均
を５ポイント下回るとともに無答率が目立ちました。また、内容
に合う選択肢を答える問題や、文章と関連付けた資料の読み取り
にも課題があり、今後、伝えたいことが読み手に伝わるよう整理
して書くことにも取り組む必要があります。

算数
　平均正答率は、知識分野が78.2%で全国値より0.6ポイント高く、
活用分野は46.2%で、全国値より1.0ポイント低くなっています。
昨年は両分野で全国値を下回りましたが、今年は知識分野での向
上がみられました。正答数上位層が少ない状況に改善が見られま
したが、今後も引き続き取り組む課題と言えます。
　課題とされてきた「図形」は数年前から毎年連続して全国値との
差が改善されてきています。また、無答率も全国に比べてやや少
なめで、分からなくても取り組む姿が少しずつ現れています。「算
数の勉強は大切」と70.5%の児童が答えており、こうした気持ち
を持つ児童に、体感的で興味関心の持てる教材を通して力をつけ
る授業を目指していきます。

長いゲーム時間
　「一日にテレビゲーム（携帯式ゲーム、携帯電話・
スマートフォンを使ったゲームを含む）をする時
間」は、全国値よりは少なめですが、その時間が
年々増加傾向にあります。経年変化を見ると、「１
時間以上２時間未満ゲームをする」児童の比率は
減少したものの、「２時間以上する」児童全体の割
合は逆に増加しており、長時間ゲームをする児童
が増加する傾向にあります。
　ゲームをする時間や時間帯を家族で話し合い、
児童自身が計画的にゲームを楽しみ、その後の家
庭生活へスムーズに切り替えられるように助言や
支援をする必要があります。

家庭学習時間の増加
　平日の家庭学習時間を見ると、「３時間以上学
習する」児童の割合は全国値を下回っていますが、
「１～３時間学習する」児童の割合は、全国・県を
上回っています。また、経年変化でも昨年まで減
少傾向だった学習時間が、今年度増加に転じまし
た。
　これは、各学校で作成した「家庭学習の手引き」
が活用され、保護者の理解や協力のもと、児童が
学習時間や学習方法を意識して取り組むように
なったためと考えられます。
　今後も学力向上に向け、家庭と学校が一体と
なって家庭学習の一層の定着を図るとともに、内
容や質を高める工夫をしていく必要があります。

小学６年生　教科に関する調査（知識・活用）

小学６年生　生活習慣や学習習慣に関する調査
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5.9 7.2 11.4 25.2 32.7 17.5 26年度

4.9 6.2 8.1 20.3 28.1 32.3 24年度

一日当たりどのくらいの時間、テレビゲームをしますか

4時間以上 3時間以上、4時間より少ない 2時間以上、3時間より少ない

1時間以上、2時間より少ない 1時間より少ない 全くしない

6.1 5.1 12.2 24.8 33.2 18.6 25年度

8.1 6.9 11.3 27.0 32.6 13.7 27年度

7.6 7.6 12.5 22.9 33.7 28年度 15.5 

3時間以上 2時間以上、3時間より少ない 1時間以上、2時間より少ない
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国語
　知識分野の平均正答率は75.9％で全国値とほぼ同じで、活用分
野は65.4％で、全国値より1.1ポイント下回るものの、年々その
差が小さくなっています。
　知識分野では「書く」、「読む」、「伝統的な言語文化と国語の特質」
で全国平均を上回りました。
　活用分野は全ての分野で全国平均を下回るという昨年来の課題
に対して、「分かる授業」に取り組む努力によりその差は減少しつ
つあります。しかし、「根拠を明確にして自身の考えを書く」問題
への無答率が目立つため、これに対する学習経験を積むことが求
められます。

数学
　平均正答率は、知識分野が59.6%、活用分野が41.8%で、全国
平均より2.3～2.6ポイント下回りました。全国値との差を昨年度
と比べると、活用分野は0.1ポイント改善しましたが、知識分野
は0.6ポイント下がりました。活用分野の「関数」のように全国値
をやや上回る領域もありましたが、その他は下回るものが多く、
さらに丁寧に学習する必要があります。
　「数学の勉強が好き」、「数学の授業の内容はよく分かる」と答え
た生徒の割合は全国値を上回っており、各校の分かる授業への取
り組みの成果が現れていると捉えられますが、「数学がよく分か
らない」という生徒には、基礎力とともに、課題を読み取り、理
解する読解力も高められるように取り組みたいところです。

長時間のテレビやビデオ・DVDの視聴
　「４時間以上テレビやビデオ・DVDを見る」は、
10.8％で全国値とほぼ同じですが、「３時間以上、
４時間未満」と「２時間以上、３時間未満」は、そ
れぞれ15.2％と26.1％で全国値を上回っていま
す。また、ここ数年２時間以上見る生徒が減少傾
向にありましたが、本年度は増加に転じました。
「ニュース番組を見ますか」に対して、「良く見る」
が58.6％、「時々見る」も含めると87.8％に上り、
年々増加しています。全国値と比べても比率が高
く、ニュースを通して世の中に関心を持つ良い傾
向も伺えます。

少なめな家庭学習時間
　家庭学習時間は、平日「３時間以上」と「２時間
以上、３時間より少ない」生徒の割合は27％で、
全国値に比べると少なめです。また、平成25年
度以降の経年変化でも同じ層の家庭学習時間に減
少傾向がみられます。
　家庭学習に充てる時間が少なめになる要因の一
つに「テレビやビデオ・DVDを見る時間が多い」こ
とが考えられます。一日の時間を有効に使うため
に、自分の生活を振り返り、もう一度、家庭での
時間の過ごし方について見直してみる必要があり
ます。

中学３年生　教科に関する調査（知識・活用）

中学３年生　生活習慣や学習習慣に関する調査
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一日当たりどのくらいの時間勉強しますか

5.1 21.9 40.9 21.8 7.5 2.7 2.7 28年度

6.4 23.0 42.3 20.0 5.9 2.4 2.4 27年度

6.7 22.9 42.3 19.9 6.1 1.8 1.8 26年度
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～あなたのひと手間　「ごみ」から「資源」に～

信州うえだ　ごみ減量大作戦 第❽回

今年度になって可燃ごみの処理量が増えています。
年度後半に向け、更

さら

なる減量化・再資源化を！

　  資源循環型施設建設関連事業課
　　　　　　　　　　 　　TEL71・8082
　　  廃棄物対策課　　　TEL22・0666
　　  市民サービス課　　TEL42・1054
　　  市民サービス課　　TEL72・0154
　　  市民サービス課　　TEL85・2827

■「可燃ごみの処理量」と「減量化目標値」
　市では、平成32年度における可燃ごみ処理量の減量化目標値を３万1,600トンと
定め、昨年度実績に比べ2,645トン（約８％減）の減量を目指しています。
　しかし、今年度上半期（４～９月）の可燃ごみの処理量は、昨年度より264.9トン
（約1.5％）増加となっています。
　平成32年度までの目標達成のため、市民や事業者の皆さんには、分別方法を再
確認するなど、引き続き「ごみの減量化・再資源化」にご協力をお願いします。

■「プラマークつきプラスチック」の出し方に注意！
「「プラプラマーク付きプラスチック」って？マーク付きプラスチック」って？
　食料品や日用品などを入れたり、包んだり
していたもので、中身を食べたり、使った後
で不要になった、プラスチック製の容器包装
（ペットボトルを除く）のことです。
　緑字の指定袋で出す「プラマークつきプラ
スチック」は、主に荷物の搬送用に使われる
荷台（パレット）などのプラスチック製品とし
てリサイクルされています。

危険！大変！危険！大変！
ルールを守ってくださいルールを守ってください
　危険物は絶対に入れないでください！
　カミソリやライター、乾電池などの明らかに違うものが指定袋に入っています。
　危険ですから絶対にやめてください！

汚れたままではリサイクルできません！汚れたままではリサイクルできません！
　きれいな物まで汚してしまい、悪臭やハエの発生など、衛生面でも問題です。

中が確認できません！中が確認できません！ 
　分別しない状態で、小さなレジ袋などに入っている場合があります。中身が確認
できない上、リサイクル時に袋を破る必要があり、二度手間になります。

このマークが
目印です
（容器等の側面や底を
確認してください）

【これは違います（例）】
●ハンガー 　●バケツ　●洗面器
●レジャーシート　●ストロー
●歯ブラシ　●洗濯ばさみ  
●ゼリー等のスプーン
●プラスチック製のお皿やコップ
●プラスチック製のおもちゃ
●CDやDVDのケース
●ボールペン等の文房具
●キーホルダーやストラップ　など

　これらは全て「燃やせないごみ指
定袋（赤字）」に入れて出すものです。
プラスチック製のストローやスプー
ンなどを、うっかり「プラマークつ
きプラスチックごみ指定袋（緑字）」
に入れて出してしまったことありま
せんか？
　ごみの出し方をもう一度見直し、
皆さんの手できれいで明るい上田市
を目指しましょう。

もう一度もう一度
プラプラマークを確認して！マークを確認して！

15,000t 20,000t0

平成
28年

平成
27年

264.9t 増加

上半期（４～９月）の可燃ごみの処理量（速報値）

17,673.1t

17,937.0t

広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.19



11
月
11
日
〜
17
日
は「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振
興
、
社
会
保
障
の
充
実
な
ど

市
民
生
活
に
密
着
し
た
幅
広
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
税
」は
、
こ
う
し
た
事
業
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
ま
た
私
た
ち
が
安
心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
で
す
。
納
期
限
内
の
納

付
に
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

日
頃
、
市
税
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
の
多
い
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ１　 所得税及び復興特別所得税申告書、市民税・
県民税申告書にマイナンバーを記載する必
要はありますか？

Ａ１　 マイナンバー制度※１の導入により、申告書
を提出する方のマイナンバーの記載が必要
になりました。また、控除対象配偶者や控
除対象扶養親族も記載が必要です。

Ｑ２　 所得税及び復興特別所得税申告書、市民税・
県民税申告書の提出時に本人確認はどのようにするのですか？

Ａ２　 なりすましの防止のため、マイナンバー法に基づく本人確認が義務付け
られています。申告書の提出時に、マイナンバーカード、または通知カー
ドや運転免許証などの身分証明書の提示、または写しの添付により本人
確認をします。

Ｑ３　 マイナンバー制度の導入により、e-Taxに関連する手続きに変更点はあり
ますか。

Ａ３　 e-Taxで申告等をする際に必要な公的個人認証サービスに基づく電子証明
書が「マイナンバーカード」に組み込まれますので、原則として従来の「住
民基本台帳カード」に代えて、「マイナンバーカード」を使用することにな
ります。ただし、「マイナンバーカード」の交付前に発行された「住民基本
台帳カード」の電子証明書は、有効期間内であれば継続使用が可能です。
なお、e-Taxの申告もマイナンバーの記載が必要です。

※１　マイナンバー制度　 社会保障・税制度の効率性・透明性を高め、国民にとって利便性の
高い公平・公正な社会を実現することを目的として、マイナンバー
制度が導入されました。

　  税務課市民税係　TEL23・5115

Ｑ１　 解体して車がないのに、なぜ軽自動車税が
かかるのですか？

Ａ１　 解体してすでに手元にない軽自動車でも、軽
自動車検査協会の登録が抹消されていなけ
れば軽自動車税の課税対象となります。解
体前に必ず登録抹消手続きをしてください。

Ｑ２　 身体障害者手帳を持っていますが、軽自動
車税は減免になりますか？

Ａ２　 減免になる障がいの等級がありますので、詳しくは下記へ問い合わせく
ださい。減免になるのは、普通車も含めて一人１台です。

Ｑ３　 年の途中で廃車手続きをしたのですが、納めた軽自動車税は月割りで戻っ
てきますか？

Ａ３　 普通車と違って軽自動車税には月割の制度はありません。年度途中で譲
渡や廃車をしても軽自動車税は還付されません。

　  税務課諸税係　TEL23・5169

個人住民税

軽自動車税

市
税
へ
の
疑
問
・
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
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Ｑ１　固定資産税とはどういう税金ですか？
Ａ１　 １月１日に土地、家屋、償却資産を所有している方が納める税金です。
Ｑ２　 税額はどのように算出されるのですか？
Ａ２　 固定資産（土地・家屋・償却資産）の評価額から税額の基となる課税標準額を決定し、そこに税率（固定資産税

1.4％、都市計画税0.2％）を掛けて税額を算出します。償却資産に都市計画税はかかりません。
Ｑ３　 都市計画税とはどういう税金ですか？
Ａ３　 都市計画税は、都市計画区域内にある土地と家屋にかかる税金で、都市計画事業や土地区画整理事業に活用さ

れます。納税通知書には、固定資産税と都市計画税をあわせた税額を記載しています。
Ｑ４　 年の途中で固定資産を売却した場合、税金は誰がどのように納めるのですか？
Ａ４　 固定資産税は、その年の１月１日現在に、登記簿に記載されている所有者にその年の４月から始まる年度分を

課税しています。年の途中に土地や家屋を売買した場合は、売主と買主で負担する税額を決めて、売主が代表
して納付してください。

Ｑ５　 家を取り壊したら土地の税金が上がりましたが、どうしてですか？
Ａ５　 住宅の敷地となっている土地は、特例により、１戸につき200㎡まで課税標準額を評価額の６分の１、都市計

画税は３分の１に減額しています。住宅を取り壊すと家屋分の税金はなくなりますが、土地の税額は特例がな
くなるため上がります。

Ｑ６　 償却資産の申告期限はいつですか？
Ａ６　 毎年１月31日までです。法人の決算期や所得税の申告時期とは異なります。
Ｑ７　 申告期限を過ぎて提出したらどうなりますか？
Ａ７　 税額変更の可能性があります。また、延滞金が発生する場合もあります。
Ｑ８　 申告するほど高額な資産はないのですが。
Ａ８　 金額の多少に関わらず全ての事業者が申告の対象です。申告額（課税標準額）が150万円未満の場合は非課税です。
※２償却資産　 土地・家屋以外の、減価償却の対象となる事業用の有形固定資産です。事業者には法人のみでなく、個人のアパート経営

や飲食業なども含まれます。
　  税務課土地係・家屋係　TEL23・8240

　市税等は、定められた納期限までに自主的に納めていただくものです。納期限内に納付した方との公平を保つため、
期限後に納付する方には、納期限の翌日から完納までの日数によって、税額以外に延滞金も納付いただいています。
　納付方法を口座振替にすると、金融機関や窓口に出向く必要がなくなり、納め忘れも防げます。
Ｑ１　納税通知書が届きましたが、一度に納付できません。
Ａ１　 市税等は、各納期限までに自主的に納めていただくのが原則ですが、災害や病気、事業の損失など、特別な事

情によって期限内に納められない場合は相談ください。
Ｑ２　 税金を納付したのに督促状、催告書が届いたのはなぜですか。
Ａ２　 督促状は各納期限までに税金をすべて納めていない場合に発送しています。期限後に金融機関等で納付した場

合、市で納付確認ができるのは約１週間後のため、行き違いで督促状や催告書が届くことがあります。
Ｑ３　 個人名義（例：上田太郎）の固定資産税を口座振替にしましたが、共有名義（例：上田太郎　外○名）分が振替にな

ならなかったのはなぜですか。
Ａ３　 個人名義と共有名義の固定資産税は名義が異なるため、それぞれに口座振替の手続きが必要です。
Ｑ４　 土地・家屋が贈与により一部共有名義となりました。固定資産税の口座振替の変更手続きは必要ですか。
Ａ４　 固定資産税は、その年の１月１日現在の土地・家屋等の所有者に課税します。相続や贈与等により所有者を変更、

または共有名義に変更した場合の新所有者への課税は、翌年度からになります。この場合、これまで通りに口
座振替ができなくなるため、翌年度以降も口座振替を希望する場合は、改めて手続きが必要です。

　  収納管理課　TEL71・8053

固定資産税・都市計画税（土地・家屋・償却資産※２）

市税の期限内納付・口座振替にご協力ください

広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.111



受賞者発表

第10回 花と緑のまちづくりコンクール
　花づくりを通じて美しく潤いのある快適なまちづくりと地域づくりを進めるため、平成19年か
ら「花と緑のまちづくりコンクール」を開催しています。今年は、それぞれの部門からあわせて46
件の応募があり、一次（書類）、および二次（現地）審査を行い、個人を含む12件を選定しました。

受賞者名受賞者名（※敬称略）
◇団体（50㎡未満・プランター）の部◇団体（50㎡未満・プランター）の部
最優秀賞　大畑自治会花づくり推進部
優秀賞　　上平南自治会
優秀賞　　下丸子福寿会

◇団体（50㎡以上）の部◇団体（50㎡以上）の部
最優秀賞　尾野山長寿会
優秀賞　　下本郷地区花と緑の街づくり協議会
奨励賞　　保野長生会

◇個人の部◇個人の部
最優秀賞　中

なか

島
じま

明
あきら

邸
優秀賞　　滝

たき

沢
ざわ

裕
ゆう

子
こ

邸
奨励賞　　中

なか

嶋
じま

三
み

津
つ

子
こ

邸

◇学校の部◇学校の部
最優秀賞　真田中学校
優秀賞　　塩田中学校
奨励賞　　丸子北中学校コスモス大学花作り学科

　  公園緑地課　TEL23・5134

お互いの人権を尊重し合える街づくり

人権講座を開催
　落語を通じて、身体に障がいのある方の人権を考えてみませんか？大
勢の皆さんのご参加をお待ちしています。
●日時●日時　11月13日㈰13：30～（開場13：00）
●場所●場所　城南公民館
●演題●演題　 「福祉と人権」（障がい者トイレの使いづらさ、電車やバスの乗

りづらさなど、周囲の人権感覚の欠如等について）
●講師●講師　三

さん

遊
ゆう

亭
てい

らん丈
じょう

氏（東京都町田市議会議員・落語家）
●参加費●参加費　無料（申込不要）

　部落解放同盟上田市協議会　TEL24・7546
　　（  人権男女共同参画課）

お知らせ

催  し

【合併10周年記念事業】【合併10周年記念事業】

大畑自治会花づくり推進部

中島明邸

尾野山長寿会

真田中学校

広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.1 12



武石地域自治センター　TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

丸子地域自治センター　TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

真田地域自治センター　TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所　TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

お知らせ
女性に対する暴力をなくす運動
ひとりで悩まず、まずは相談を！
　毎年、11月12日から25日までの２週間は、「女性に対する暴力をな
くす運動期間」です。また、最終日の11月25日は「女性に対する暴力撤
廃国際日」です。
　パートナーからの暴力をはじめ、セクシャルハラスメント、ストーカー
行為などの女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものであ
り、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
夫や恋人などからの暴力に悩んでいるけれど、どこに相談したらいいの
か分からない方のために、内閣府男女共同参画局では、全国共通相談ダ
イヤルを設けています。
　また、市民プラザ・ゆうでは、「女性相談員によるなんでも相談」と「女
性弁護士による法律相談」を実施しています。
　ひとりで悩まず、まずは相談してください。

◇内閣府ＤＶ相談ナビ◇内閣府ＤＶ相談ナビ　TEL0570・0・55210

◇女性相談員によるなんでも相談◇女性相談員によるなんでも相談
●日時●日時　毎週火曜日／11：00～18：00、毎週木曜日／10：00～17：00
　　　　第２・４土曜日／10：00～17：00
　　　　面接・電話相談（TEL27・3123）。予約制。

◇女性弁護士による法律相談◇女性弁護士による法律相談
●日時●日時　毎月第４木曜日／10：00～12：00
　　　　予約制（TEL27・2988）。１人30分。

　  人権男女共同参画課　TEL23・5245

山口香氏が語る～強さは優しさ　柔道から学んだ事～

ふれあい人権の集い2016
　人それぞれの多様性がなかなか受け入れられない現代、「違いを尊重して、違いに
価値を見出す」社会をどのように築いていけばよいのでしょうか。山口氏が柔道を通
して学んだ「強さと優しさ」、「多様性を認めるコミュニケ－ションづくり」から、でき
る事を一緒に考えてみませんか。

●日時●日時　12月６日㈫18：15～20：30（開場18：00）
●場所●場所　丸子文化会館
●内容●内容　手話ダンス、人権作品発表、人権講演会
●演題●演題　「強さは優しさ　柔道から学んだ事
　　　　～違いを尊重し、違いに価値を見出す社会へ～」
●講師●講師　山

やま

口
ぐち

香
かおり

氏 （筑波大学准教授。元女子柔道選手［ソウル五輪銅メダリスト、世界
選手権金メダリスト］）

●参加費●参加費　無料

　  地域教育事務所　TEL42・6682

催  し

山口香氏

内閣府男女共同参画局
女性に対する暴力をなくす運動の描きおろし漫画

広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.113



講座・教室

電車の旅と地元のお酒を楽しむイベント

別所線「呑
の

み鉄Train」運転
　貸切列車で別所線の旅と地元のお酒を楽しむことができるイベ
ント「別所線 呑み鉄Train」を開催します。地元酒造メーカーの協
力により、日本酒の試飲や魅力を発信する企画等、鉄道ファンや
お酒好きな方におすすめの内容です。奮ってご参加ください。

●日時●日時　11月26日㈯12：30～15：30（受付12：30～）
●集合場所●集合場所　別所線下之郷駅
●対象●対象　20歳以上の方　　●定員●定員　先着80名
●参加費●参加費　3,000円（貸切列車運賃・参加記念品等）
●持ち物●持ち物　年齢が確認できる身分証明書（運転免許証等）
●その他●その他　開催内容が変更になる場合があります。
●申し込み●申し込み　 11月18日㈮までに電話、または代表者氏名、参加人数、住所、電話番号を明記の上、

FAXまたはメールで、別所線の将来を考える会へ。
　　　　　　（TEL/FAX23・2952、  besshosen@yahoo.co.jp）

　別所線電車存続期成同盟会事務局（  交通政策課内）　TEL23・5011

技術を取得し、交流を深めます

上田市小学生スキー教室開催
　スキー技術の習得と交流を目的にスキー教室を開催します。

◇小学生初・中級者スキー教室◇小学生初・中級者スキー教室
●期日●期日　平成29年１月４日㈬・５日㈭（１泊２日）
●対象●対象　集団生活ができ、一人でも参加できる市内小学５・６年生
●定員●定員　90名
●参加費●参加費　9,000円（講習料、リフト代、保険料、宿泊費など。
　　　　　参加者決定後、別途徴収。レンタルスキー代は当日徴収）

◇小学生高学年１日スキー教室◇小学生高学年１日スキー教室
●期日●期日　平成29年１月15日㈰　　●対象●対象　市内小学４～６年生　　●定員●定員　60名
●参加費●参加費　2,000円（当日徴収。レンタルスキー代は、別途当日徴収）

◇共通事項◇共通事項
●場所●場所　菅平高原スキー場　　●講師●講師　全日本スキー連盟公認指導者（上田スキークラブ）
●申し込み●申し込み　 11月15日㈫までに所定の参加申込書に必要事項を記入の上、下記、または丸子総合体育館、

真田・武石地域教育事務所窓口へ。
　　　　　　下記のみ、郵送またはメールも可。
●その他●その他　①両教室の重複申し込みは不可。
　　　　　②定員数を超えた場合は、事務局で抽選を行い、参加者を決定。
　　　　　③複数人での参加希望の場合は、別途専用の申込書を添えて申し込み（最大４名まで可）。

　  スポーツ推進課　TEL23・5196　  sports@city.ueda.nagano.jp
　　　 〒386-0025　天神1-8-1　上田駅前ビル・パレオ５階

催 し
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武石地域自治センター　TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

丸子地域自治センター　TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

真田地域自治センター　TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

上田市役所　TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

健康チャレンジ
ポイント対象

新成人の皆さん、ご参加ください

平成29年上田市成人式
●日時●日時　平成29年１月８日㈰
　　　　上田地域／13：30～（受付13：00～）
　　　　丸子・真田・武石地域／11：00～（受付10：30～）
●場所●場所（対象学区）

地域 中学校通学区域 場　所 地域 中学校通学区域 場　所

上田

一中・二中・三中 上田文化会館 丸子 丸子中・丸子北中 丸子文化会館
四中・六中 上田創造館 真田 真田中・菅平中 真田中央公民館
五中 上野が丘公民館 武石 依田窪南部中 武石公民館
塩田中 塩田公民館

●対象●対象　平成８年４月２日から平成９年４月１日生まれの方
●案内状の発送●案内状の発送　
　●市内に住民登録のある方、および転出先の住所がわかる方には、11月下旬に案内状を送付します。
　● 上田市出身で市外に住民登録している方も出席できます。案内状を送付しますので、それぞれの問い合わせ先

へ連絡ください。
　  生涯学習課　TEL23・6370　　　　　　  地域教育事務所　TEL42・3147
　　  地域教育事務所　TEL72・2655　　　　  地域教育事務所　TEL85・2030

年に一度は健診を受けましょう

特定健診・若年健診
　未受診の方は早めの受診をお願いします。年に１度は健診を受け、自身の健康管理に役立ててください。

●期限●期限　平成29年１月31日㈫　　●場所●場所　市内指定医療機関（今年５月郵送の通知等に記載）
●方法●方法　 事前に指定医療機関に電話予約し、受診券、問診票、受診料、健康保険証を持参して、各医療機関で受診。
●対象●対象　 40～74歳の国民健康保険加入者および30～39歳の市民
　　　　※ 国民健康保険以外の方は、加入の各保険者や勤務先などに問い合わせください。
●再発行●再発行　 受診券の再発行や不明な点などは、下記、また

は健康推進課、丸子・真田・武石保健（健康）セン
ターへ。

●休日集団健診●休日集団健診　 11月13日・20日・27日、12月４日の日
曜日（４日間のみ）

　　　　　　　　 申し込みをした方は忘れずに受診して
ください。

　　　　　　　　 新たに受診を希望する方は、９月に郵送
した申込はがきで至急申し込み、または
問い合わせください。

　  国保年金課　TEL21・0052

催 し

お知らせ

広報うえだ　2016.11.1広報うえだ　2016.11.115
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お
知
ら
せ

庁
用
バ
ス
を
公
売
し
ま
す

●
入
札
日
時　

11
月
24
日
㈭
午
前
10
時
〜

●
入
札
場
所　

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
物
件
公
開　

11
月
21
日
㈪
午
後
２
時
〜

４
時
、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
裏
駐

車
場

●
物
件　

三
菱
中
型
バ
ス（
初
年
度
登
録

／
平
成
３
年
８
月
、
車
検
有
効
期
間
／

平
成
29
年
９
月
、
車
体
色
／
ク
リ
ー
ム

に
ピ
ン
ク
と
紫
の
模
様

●
詳
細　

入
札
へ
の
参
加
や
受
付
な
ど
の

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
左

記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
85
・
２
３
１
１

11
月
は「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」

　

11
月
は
全
国
一
斉「
子
ど
も
・
若
者
育

成
支
援
強
調
月
間
」で
す
。
市
で
は
地
域

に
お
け
る
子
ど
も
と
若
者
へ
の
育
成
支
援

が
広
が
る
よ
う
、
広
報
活
動
や
青
少
年
育

成
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
「
あ
い
さ
つ
運
動
」、「
登
下
校
時
の
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
」な
ど
、
で
き
る
こ

と
か
ら
実
践
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
情
報

機
器
の
有
効
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
家
庭

で
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

信
州
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た

山
岳
科
学
研
究
講
演
会

　

信
州
の
山
岳
環
境
に
生
息
す
る
生
物
を

対
象
と
し
た
研
究
の
最
前
線
を
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

10
分

●
場
所　

信
州
大
学
繊
維
学
部
総
合
研
究

棟
７
階

●
特
別
講
演
会　
「
ざ
ざ
む
し
シ
ル
ク
と

は
？

－

信
州
産
新
素
材
と
し
て
の
可
能

性

－

」

●
講
師　

大お
お
か
わ川
浩こ
う
さ
く作
氏（
信
州
大
学
先
鋭

領
域
融
合
研
究
群
国
際
フ
ァ
イ
バ
ー
工

学
研
究
所
教
授
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
山
岳
環
境
と
生
物

多
様
性
・
生
物
の
適
応
戦
略
」中な
か
む
ら村
寛ひ
ろ

志し

氏（
信
州
大
学
名
誉
教
授
）、
上う
え
だ田
昇し
ょ
う

平へ
い

氏（
大
阪
府
立
大
学
院
生
命
環
境
科

学
研
究
科
助
教
授
）、
江こ
う

田だ

慧け
い

子こ

氏（
帝

京
科
学
大
学
こ
ど
も
学
部
）、
小こ

西に
し

繭ま
ゆ

氏（
信
州
大
学
理
学
部
）、
泉い
ず
み

山や
ま

茂し
げ
ゆ
き之
氏

（
信
州
大
学
先
鋭
領
域
融
合
研
究
群
山

岳
科
学
研
究
所
教
授
）

　

信
州
大
学
繊
維
学
部
応
用
生
物
科
学

　
　
（
平
林
）　

TEL
21
・
５
３
５
６

　
　
（

商
工
課
）

刃
物
と
ぎ
事
業

開
始
し
ま
し
た

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
刃
物
と
ぎ

事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
日
時　

毎
週
火
曜
日
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

諏
訪
部
集
会
場（
常
磐
城
３

－

３

－

２
１
７
４

－
６
）

●
そ
の
他　

包
丁
、
鎌
、
鋏は
さ
み

な
ど
を
お
持

ち
く
だ
さ
い（
金
額
は
要
問
合
せ
）。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
く
従
業

員
の
た
め
の
外
部
積
立
型
の
国
の
退
職
金

制
度
で
す
。
事
業
主
が
勤
労
者
退
職
金
共

済
機
構
と
契
約
を
結
び
、
月
々
の
掛
金
を

納
付
し
、
従
業
員
に
機
構
か
ら
退
職
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
。
国
や
市
か
ら
の
掛
金
助

成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
有
利
な
特
典
が

あ
り
ま
す
。
安
全
・
確
実
な
、
中
退
共
制

度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

中
退
共
制
度（
独
）勤
労
者
退
職
金
共

　
　

済
機
構　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事

　
　

業
本
部

　
　

TEL
03
・
６
９
０
７
・
１
２
３
４

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

第
17
回　

上
田
市
都
市
計
画
審
議
会

●
日
時　

11
月
16
日
㈬
午
後
２
時
45
分
〜

●
場
所　

丸
子
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
４
階

●
内
容　

都
市
再
生
整
備
計
画
事
業
事
後

評
価
に
つ
い
て（
丸
子
中
心
市
街
地
地

区
）、上
田
都
市
計
画
道
路
の
変
更（
案
）

に
つ
い
て（
丸
子
地
域
）

●
傍
聴　

当
日
、
午
後
２
時
15
分
か
ら
会

場
入
口
で
傍
聴
希
望
者（
10
名
程
度
）を

受
け
付
け
ま
す（
会
場
の
都
合
に
よ
り

入
場
を
制
限
す
る
場
合
あ
り
）。

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

宝
く
じ
助
成
金
で

防
災
用
備
品
を
整
備

　

岩
門
自
治
会
で
は
、
長
野
県
市
町
村
振

興
協
会
所
管
の
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け
、

災
害
時
の
避
難
誘
導
や
避
難
所
運
営
に
必

要
な
発
電
機
や
投
光
器
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ト

イ
レ
、
備
品
庫
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
災
害
時
に
迅
速
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
訓
練
等
を
実
施
し
、
住
民
の
防
災

意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

　

危
機
管
理
防
災
課　

　
　

TEL
21
・
０
１
２
３

催　

し

う
え
だ
多
文
化
交
流

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

【
合
併
10
周
年
記
念
事
業
】

　

上
田
地
域
に
在
住
す
る
外
国
籍
市
民
の

出
身
国
の
ア
ジ
ア
、
南
米
な
ど
の
異
文
化

お
知
ら
せ

募
集

催
し

講
座
・
教
室
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TEL.22･4100㈹  FAX.25･4100㈹

TEL.72･2200㈹  FAX.72･4140㈹

TEL.42･3100㈹  FAX.43･3666㈹

TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹TEL.85･2311㈹  FAX.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

に
触
れ
、
お
互
い
の
理
解
と
交
流
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

多
文
化
交
流
関
係
団
体
の
活
動

や
外
国
籍
市
民
の
出
身
国
な
ど
を
紹
介

す
る
展
示
、
各
国
料
理
の
試
食
、
音
楽
・

ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど

●
参
加
費　

無
料

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会（
Ａ

　
　

Ｍ
Ｕ
）　

TEL
25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
Ⓡ
in
信
州

上
田
with
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

歩
く
く
ら
い
ゆ
っ
く
り
走
っ
て
効
果
的

な「
ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
Ⓡ
」の
話
と
実
技

指
導
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
秋
の
紅
葉

を
楽
し
み
な
が
ら
上
田
城
跡
公
園
を
ご
自

身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
Ⓡ
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
10
時

〜
正
午（
受
付
９
時
30
分
〜
）

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ
多
目
的
ホ
ー

ル（
受
付
・
教
室
）、
上
田
城
跡
公
園（
実

践
）※
雨
天
時
は
多
目
的
ホ
ー
ル

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
、
室
内
運
動
靴（
雨
天
時
）

な
ど

●
申
し
込
み　

11
月
18
日
㈮
ま
で
の
平
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
電
話
で
左

記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

上
小
山
び
こ
会（
精
神
障
が
い

者
家
族
会
）定
例
会

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
と
ご
家
族
の
学

習
と
交
流
の
会
で
す
。
初
め
て
の
方
も
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
８
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
内
容　

近
況
報
告
、
精
神
保
健
福
祉
研

修
会
の
報
告「
親
亡
き
後
の
支
援
の
在

り
方
を
考
え
、
今
こ
そ
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
」

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

上
小
山
び
こ
会
事
務
局　

　
　

TEL
26
・
６
２
４
６

　
　
（

健
康
推
進
課
）

盲
導
犬
歩
行
体
験
会
・

視
覚
障
が
い
者
用
具
展
示
会

　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
を
対
象
に
盲
導

犬
の
体
験
歩
行
や
、
視
覚
障
が
い
者
用
具

の
展
示
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

12
月
３
日
㈯
午
後
１
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
定
員　

先
着
10
名（
盲
導
犬
歩
行
体
験

の
み
）　

●
参
加
費　

２
０
０
円（
盲
導
犬
歩
行
体

験
者
の
み
）

●
申
し
込
み　

11
月
10
日
㈭
〜
25
日
㈮
に
、

電
話
で
左
記
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

点
字
図
書
館
利
用
者
交
流
会
・

シ
ネ
マ
デ
イ
ジ
ー
視
聴
会

●
日
時　

12
月
８
日
㈭
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
内
容　

点
字
図
書
館
利
用
者
交
流
会
、

シ
ネ
マ
デ
イ
ジ
ー
視
聴
会

●
対
象　

活
字
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
方

●
定
員　

先
着
10
名

●
参
加
費　

３
０
０
円

●
申
し
込
み　

12
月
１
日
㈭
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

点
字
図
書
館　

TEL
22
・
１
９
７
５

乳
房
手
術
経
験
者
の
会

「
や
す
ら
ぎ
の
会
」

　

悩
み
な
ど
を
話
し
合
い
、励
ま
し
合
い
、

健
康
で
明
る
く
過
ご
し
て
い
く
た
め
の
交

流
会
で
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は「
秋
の
い

ろ
ど
り
バ
ラ
ン
ス
食
」で
す
。

●
日
時　

11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
内
容　

バ
ラ
ン
ス
食
の
調
理
実
習

●
対
象　

乳
房
手
術
経
験
者

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
程
度（
材
料
費

実
費
、
会
費
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭

き
タ
オ
ル

●
申
し
込
み　

11
月
16
日
㈬
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯　

お
祭
り
情
報

◇
菊
ま
つ
り

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
ま
で
展
示

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時（
土
日
祝
日
は

　

午
後
４
時
ま
で
）

●
内
容　

大
菊
３
本
立
て
、だ
る
ま
作
り
、

懸け
ん
が
い崖
作
り
、
盆
栽
菊
、
ス
プ
レ
ー
菊
な

ど
の
展
示
、
野の

点だ
て（
11
月
３
日（
木
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
）

　

菊
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
黒
岩
）

　
　

TEL
23
・
５
８
５
３

◇
新
そ
ば
祭
り

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

●
内
容　

室
賀
地
区
産
の
新
そ
ば（
も
り

そ
ば
・
か
け
そ
ば
）の
特
別
価
格
で
の

提
供
、
秋
野
菜
の
大
特
売
、
焼
き
鳥
、

ト
ッ
カ
ン
、
そ
ば
す
い
と
ん
、
乾
物
な

ど
の
販
売
と
バ
ザ
ー
の
開
催
、
豊
年
太

鼓
の
演
奏
、
室
賀
保
育
園
児
の
遊
戯
、

消
防
団
の
ラ
ッ
パ
演
奏
な
ど

　

室
賀
活
性
化
組
合（
Ｊ
Ａ
西
部
営
農

　
　

セ
ン
タ
ー
）　

TEL
22
・
４
７
９
９

　
　
（

農
政
課
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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野
沢
菜
収
穫
即
売
会

　

遊
休
農
地
解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
栽

培
し
た
野
沢
菜
の
収
穫
・
即
売
を
行
い
ま

す
。先
着
で
豚
汁
の
振ふ

る

舞ま

い
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
26
日
㈯
午
前
９
時
〜（
な

く
な
り
次
第
終
了
、
小
雨
決
行
）

●
場
所　

武
石
上
本
入
築
地
原
地
区
収
穫

体
験
農
園

●
料
金　

１
束
２
０
０
円（
約
４
㎏
）

●
持
ち
物　

包
丁

●
申
し
込
み　

不
要

　

産
業
建
設
課　

TEL
85
・
２
８
２
８

地
域
包
括
ケ
ア
講
演
会

●
日
時　

11
月
29
日
㈫
午
後
７
時
30
分
〜

午
後
９
時（
受
付
７
時
〜
）

●
場
所　

上
田
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル
３
階

●
演
題　
「
超
高
齢
社
会
に
向
け
た
地
域

包
括
ケ
ア
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

●
講
師　

辻つ
じ

哲て
つ

夫お

氏（
東
京
大
学
高
齢
社

会
総
合
研
究
機
構
特
任
教
授
）

●
定
員　

１
０
０
名（
申
込
不
要
）

　

上
田
薬
剤
師
会　

TEL
22
・
６
１
３
０

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

第
２
回
信
州
上
田NIN

JA

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
】

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

２
時

●
場
所　

上
田
創
造
館

●
内
容　

鷹た
か

狩が

り
実
演（
諏
訪
流
放
鷹

術
）、
手
裏
剣
・
吹
き
矢
・
甲か
っ

冑ち
ゅ
う

体
験

ほ
か

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
忍
者
変
装
歓
迎
）

●
参
加
費　

無
料（
小
学
生
以
下
記
念
品

あ
り
）

●
持
ち
物　

上
履
き

　

上
田
忍
法
虎
ノ
巻（
久
保
）

　
　

TEL
０
９
０
・
４
８
３
３
・
０
６
５
８

　
　
（

市
民
参
加
・
協
働
推
進
課
）

信
州
の
伝
統
的
工
芸
品

ウ
ィ
ー
ク
in
ア
リ
オ
上
田

　

信
州
の
伝
統
的
工
芸
品
の
展
示
販
売
と

各
種
実
演
や
お
も
ち
ゃ
製
作
体
験
の
ほ

か
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー（
参
加
費
無
料
。
申
込
不
要
）を
開

催
し
ま
す
。

●
場
所　

ア
リ
オ
上
田

◇
製
作
体
験

●
日
時　

11
月
11
日
㈮
〜
16
日
㈬
午
前
10

時
〜
午
後
７
時（
最
終
日
は
５
時
ま
で
）

●
申
し
込
み　

長
野
県
中
小
企
業
団
体

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.alps.

or.jp/

）か
ら
。

◇
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
前
11
時
〜
正
午

●
演
題　
「
こ
っ
ぱ
人
形
っ
て
ナ
ン
ダ
？
」

〜
木
切
れ
に
命
を
吹
き
込
む
農
民
美
術

の
お
も
し
ろ
さ
〜

●
講
師　

徳と
く
た
け武
忠ち
ゅ
う
ぞ
う造
氏（
長
野
県
農
民
美

術
連
合
会
会
長
）、
市
立
美
術
館
学
芸

員
ほ
か

◇
信
州
紬
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
内
容　

10
人
の
モ
デ
ル
が
、
上
田
紬
・

伊
那
紬
・
松
本
紬
を
装
い
ま
す
。

　

長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
連
携

　
　

開
発
部

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
８
・
１
１
７
１

　
　
（

商
工
課
）

東
信
地
域
就
職
面
接
会

●
日
時　

11
月
18
日
㈮
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
東
急
Ｒ
Ｅ
Ｉ
ホ
テ
ル

●
対
象　

平
成
29
年
３
月
に
大
学
、短
大
、

専
修
、
高
専
、
能
力
開
発
校
及
び
高
等

学
校
な
ど
を
卒
業（
予
定
）、
ま
た
は
各

学
校
卒
業
後
３
年
以
内
の
既
卒
者

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

◇
学
卒
者
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　

内
定
を
勝
ち
取
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
を

面
接
会
に
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

●
時
間　

正
午
〜
午
後
０
時
50
分

●
定
員　

30
名

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

　

上
田
職
業
安
定
協
会（
上
田
商
工
会

　
　

議
所
内
）　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

若
手
後
継
者
等

育
成
事
業
講
演
会

　

朝
ド
ラ「
あ
さ
が
来
た
」を
書
き
下
ろ
し

た
脚
本
家
の
大お

お
も
り森

美み

か香
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
講
演
会
と
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

11
月
25
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

サ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ゼ

◇
講
演
会

●
テ
ー
マ　

日
本
中
に
元
気
な〝
あ
さ
〞

を
！
〜「
び
っ
く
り
ぽ
ん
」な
ド
ラ
マ
作

り
の
舞
台
裏
〜

●
講
師　

大
森
美
香
氏（
脚
本
家
）

◇
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

●
テ
ー
マ　
「
決
め
る
力
」

●
対
談
者　

大
森
美
香
氏
、
立た
て
か
わ
だ
ん
け
い

川
談
慶
氏

（
落
語
家
）

●
定
員　

先
着
３
２
０
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

往
復
は
が
き
に
必
要
事
項

（
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、人
数
）を
記
入
の
上
、左
記
へ
送
付
。

ま
た
は
、
直
接
左
記
窓
口
へ
。

※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
、
１
枚
に
つ
き

　

２
名
ま
で
申
込
可
。

　

上
田
商
工
会
議
所

　
　

TEL
22
・
４
５
０
０

　
　
（

商
工
課
）

パ
パ
カ
レ
ッ
ジ
上
田
講
演
会

【
合
併
10
周
年
記
念
事
業
】

　

集
ま
れ
！
育
児
中
の
パ
パ
マ
マ
、
若
者

た
ち
。
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
、暮
ら
し
方
、

育
児
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

お
知
ら
せ

募
集

催
し

講
座
・
教
室
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●
基
調
講
演　
「
イ
ク
メ
ン
五
段
活
用
の

ス
ス
メ
」

●
講
師　

安あ
ん
ど
う藤
哲て
つ

也や

氏（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事
）

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

育
児
中

の
父
親
、
祖
父
、
育
児
に
協
力
的
な
職

場
の
管
理
職
な
ど
が
参
加
予
定

●
対
象　

育
児
中
の
方
、
こ
れ
か
ら
親
に

な
る
方
、
こ
れ
か
ら
結
婚
す
る
方
な
ど

●
定
員　

２
０
０
名

●
託
児　

先
着
20
名
。
希
望
者
は
11
月
24

日
㈭
ま
で
に
電
話
で
子
育
て
応
援
団
ぱ

　

れ
っ
と（
TEL
０
９
０
・
８
３
２
９
・
３
４

　

９
４
）へ
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課

　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

晩
秋
の
武
石
ス
ポ
ー
ツ
祭
り

「
あ
し
た
天
気
に
な
〜
れ
」

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る
靴
飛
ば
し
大

会
で
す
。

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
前
８
時
40
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

武
石
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天

時
は
武
石
体
育
館
）

●
内
容　

靴
飛
ば
し
大
会
、
健
康
教
室
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

講
習
、
豚
汁
・
綿
飴
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン

コ
ー
ナ
ー

●
申
し
込
み　

不
要

　

武
石
公
民
館　

TEL
85
・
２
０
３
０

山
中
雅
博
の
ニ
コ
ニ
コ

お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
in
信
州

　

日
本
全
国
で
活
躍
す
る
テ
ノ
ー
ル
歌
手

に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
後
２
時
30
分
〜

（
開
場
１
時
45
分
）

●
場
所　

あ
い
そ
め
の
湯

●
出
演　

山や
ま
な
か中
雅ま
さ

博ひ
ろ

氏（
テ
ノ
ー
ル
）、
増ま
す

田だ

敏と
し

子こ

氏（
ピ
ア
ノ
）

●
入
場
料　

１
０
０
０
円（
18
歳
未
満
無

料
。
当
日
徴
収
）

　

七
久
里（
小
野
寺
）

　
　

TEL
０
９
０
・
１
１
１
３
・
５
８
７
８

　
　
（

文
化
振
興
課
）

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
低
学
年

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
交
流
会

●
日
時　

11
月
20
㈰
午
前
９
時
〜
正
午

（
受
付
８
時
30
分
〜
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
内
容　

ボ
ー
ル
の
パ
ス
、
ア
タ
ッ
ク
、

キ
ャ
ッ
チ
等
の
基
本
と
、
ル
ー
ル
の
講

習
を
行
い
、
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
す
。

●
対
象　

小
学
１
〜
３
年
生

●
参
加
費　

３
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

●
持
ち
物　

上
履
き
、
飲
み
物

●
申
し
込
み　

11
月
６
日
㈰
〜
17
日
㈭
に

電
話
で
左
記
へ
。

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ　

TEL
26
・
５
３
２
０

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

山
本
鼎
に
関
す
る
講
演
会

　

神
川
地
区
市
民
文
化
祭
で
、
農
民
美
術

を
提
唱
し
た
山や

ま

本も
と

鼎か
な
え

に
つ
い
て
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
６
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
演
題　
「
山
本
鼎
物
語
」

●
講
師　

神か
ん

田だ

愛あ
い

子こ

氏（
童
話
作
家
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

映
画
ダ
ブ
ル
上
映
会

【
合
併
10
周
年
記
念
事
業
】

●
期
日　

11
月
23
日（
水
・
祝
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
内
容
／
時
間　
「
う
ま
れ
る
」／
午
前
10

時
〜
、「
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
」／
午
後
1

時
〜

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
親
子
用
会
場
あ
り
）

●
申
し
込
み　

不
要（
参
加
費
無
料
）

●
そ
の
他　

パ
ン
、
お
や
き
等
の
販
売
あ
り

　

人
権
男
女
共
同
参
画
課

　
　

TEL
23
・
５
２
４
５

英
語
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
巻
き
寿
司
」

【
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
】

　

国
際
化
に
向
け
て
、
日
本
文
化
を
英
語

で
楽
し
く
学
ぶ
シ
リ
ー
ズ
。

　

第
１
回
は
海
外
で
人
気
の「
ア
ー
ト
巻

き
寿
司
」。
日
本
語
と
英
語
を
交
え
た
内

容
で
す
。
試
食
会
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

11
月
27
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

小
学
４
〜
６
年
生

●
定
員　

12
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

11
月
20
日
㈰
ま
で
に
電
話

で
左
記
へ
。

　

と
も
だ
ち
英
語
の
会（
宮
島
）

　
　

TEL
０
８
０
・
５
１
４
３
・
１
３
５
０

　
　
（

地
域
振
興
課
）

江
戸
文
学
散
歩

　

講
師
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
池
波
作
品

の
舞
台
と
な
っ
た
麻
布
を
歩
き
ま
す
。

●
日
時　

12
月
１
日
㈭
午
前
６
時
出
発
、

午
後
８
時
解
散（
予
定
）

●
場
所　

麻
布
周
辺

●
案
内
人　

鶴つ
る

松ま
つ

房ふ
さ

治は
る

氏（
池
波
正
太
郎

真
田
太
平
記
館
指
導
員
）

●
定
員　

先
着
28
名

●
参
加
費　

７
０
０
０
円
程
度（
昼
食
代
、

保
険
代
含
む
）

●
申
し
込
み　

11
月
12
日
㈯
午
後
１
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

11
月
24
日
㈭
開
催
の
事
前
学

習
会
に
必
ず
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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講
座
・
教
室

硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

　

初
心
者
で
も
大
丈
夫
！
ベ
テ
ラ
ン
の
指

導
者
が
丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
室
内
コ
ー

ト
な
の
で
天
候
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
日
時　

毎
週
木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

０
時
30
分

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
多
目
的
運
動
場

（
室
内
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

１
回
１
０
０
０
円

●
持
ち
物　

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
テ
ニ
ス

シ
ュ
ー
ズ
、
ラ
ケ
ッ
ト
等

●
申
し
込
み　

平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
事
前

に
左
記
へ（
随
時
受
付
）。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　

TEL
71
・
５
３
９
２

　
　

FAX
71
・
５
３
０
２

　
　
（

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
）

ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室

　

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
と
向
き
合
う
と

き
、
ま
ず
家
族
が
社
会
と
つ
な
が
り
を
も

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
具
体
的
な
支
援
を

知
り
、
家
庭
で
の
対
応
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
と
し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

11
月
30
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ

●
テ
ー
マ　
「
ま
い
さ
ぽ
上
田
に
お
け
る

相
談
支
援
」〜
自
立
を
目
指
す
ご
本
人

へ
の
支
援
〜

●
講
師　

細ほ
そ
か
わ川
裕ひ
ろ

夫お

氏（
生
活
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
い
さ
ぽ
上
田
所
長
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
22
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
４

第
11
回 

小
県
医
師
会 

健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

●
日
時　

11
月
13
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

30
分

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

◇
特
別
講
演「
胃
が
ん
の
最
先
端
」　

●
講
師　

小お

山や
ま

恒つ
ね

男お

氏（
佐
久
医
療
セ
ン

タ
ー
内
視
鏡
内
科
部
長
）

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
テ
ー
マ　
「
が
ん
か
ら
胃
を
守
ろ
う
」

●
司
会　

塚つ
か
は
ら原
正ま
さ
の
り典
氏（
小
県
医
師
会
顧

問
）

●
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト　

沖お
き
や
ま山
葉よ
う

子こ

氏（
丸
子

中
央
病
院
内
科
医
長
）、
川か
わ

瀨せ

泰や
す
ひ
ろ弘
氏

（
東
御
市
民
病
院
診
療
部
長
）、
栁や
な
ぎ

澤さ
わ

孝た
か
し

氏（
健
康
づ
く
り
事
業
団
が
ん
・
結
核

検
診
課
長
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

小
県
医
師
会　

TEL
24
・
１
０
２
２

　
　
（

健
康
推
進
課
）

ほ
っ
と
ひ
と
息
産
前
産
後
の
ケ
ア
講
座

〜
温
熱
セ
ラ
ピ
ー
〜

　

あ
た
た
め
て
緩
め
る
温
熱
ケ
ア
で
リ

ラ
ッ
ク
ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
日
時　

11
月
25
日
㈮
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
内
容　

む
く
み
、
腰
痛
、
身
体
の
だ
る

さ
な
ど
身
体
を
優
し
く
労
わ
る
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
法
で
あ
る
温
熱
セ
ラ
ピ
ー

の
体
験　

●
対
象　

市
内
在
住
の
妊
娠
中（
安
定
期

以
降
）の
方
、
産
後
４
か
月
く
ら
い
ま

で
の
母
親

●
定
員　

先
着
６
組（
最
少
催
行
定
員
３

組
）

●
受
講
料　

３
０
０
円

●
申
し
込
み　

11
月
14
日
㈪
以
降
に
参
加

費
を
添
え
て
左
記
へ（
電
話
で
の
仮
予

約
可
）。

●
そ
の
他　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
を
持
参

し
、
動
き
や
す
い
楽
な
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

高
齢
者
初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
期
間　

平
成
29
年
１
月
〜
12
月
の
月
〜

水
曜
日（
週
１
回
。
全
42
回
）

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
初
心
者（
過
去
に
受
講
し
た
方
、

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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地域の道路の維持管理活動が
認められました
長野県道路事業功労者表彰受賞

　長野市内で長野県道路整備期成同盟会第69
回定期総会が開催され、「南天神町みどりの会」
が表彰されました。
　同会は、平成17年から継続して自治会役員
やPTA、こども会などを中心に、上田橋北交
差点から上田警察署入口交差点まで、除草、
街路樹の剪定、清掃などの作業を行なってお
り、地域の景観づくり、まちづくりに対する
顕著な功績が認められました。

他
の
教
室
等
受
講
中
の
方
は
除
く
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
参
加
費　

１
か
月
１
２
０
０
円（
月
４

回
の
場
合
。
別
途
資
料
代
）

●
申
し
込
み　

11
月
７
日
㈪
以
降
、
左
記

に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
左
記
へ
。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

　
　
（

高
齢
者
介
護
課
）

求
職
中
の
若
者
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
講
座

●
日
時　

12
月
８
日
㈭
・
９
日
㈮
・
13
日

㈫
・
15
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30

分（
全
４
回
）

●
場
所　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
シ
ナ
ノ（
大
手
２

－

３

－

４
東
郷

堂
大
手
ビ
ル
２
階
）

●
内
容　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

●
対
象　

15
〜
39
歳
の
求
職
中
の
方

●
定
員　

先
着
10
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

11
月
７
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・

　
　

シ
ナ
ノ　

TEL
75
・
２
３
８
３

　
　
（

雇
用
促
進
室
）

「
そ
の
子
ら
し
さ
」を

生
か
す
子
育
て

　
「
〜
発
達
障
が
い
児
・
者
に
関
わ
る
す

べ
て
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
〜
」を

テ
ー
マ
に
二
部
制
で
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
19
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

真
田
中
央
公
民
館

●
講
師　

吉よ
し

田だ

友ゆ
う

子こ

氏（
児
童
精
神
科
医

よ
こ
は
ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク
勤
務
、

ペ
ッ
ク
研
究
所
主
宰
）

●
定
員　

３
０
０
名

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　
「
上
小
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
！
」ブ

ロ
グ
内
の
リ
ン
ク
、
ま
た
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
に
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
小
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
連
絡
協
議
会

　
　

TEL
０
８
０
・
４
３
５
５
・
８
４
６
１

　
　
（

障
が
い
者
支
援
課
）

や
り
た
い
講
座
シ
リ
ー
ズ

プ
レ
ス
を
使
っ
た
珈コ

ー
ヒ
ー琲

講
座

　

普
段
何
気
な
く
入
れ
て
い
る
珈
琲
も

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
一
味
違
っ
て
お
い
し
く
な
り
ま
す
。
プ

レ
ス
を
使
っ
て
お
い
し
い
珈
琲
を
い
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

11
月
11
日
㈮
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

●
講
師　

丸
山
珈
琲
バ
リ
ス
タ

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
珈

琲
の
好
き
な
方

●
定
員　

先
着
14
名

●
受
講
料　

３
０
０
円（
別
途
、
材
料
費

１
２
０
０
円
）

●
持
ち
物　

マ
グ
カ
ッ
プ

●
申
し
込
み　

11
月
4
日
㈮
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う

　
　

TEL
27
・
２
９
８
８

お 知 ら せ

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集



I n f o rma t i o n  A  L a  C a r t e

情報ア･ラ･カルト

広報うえだ　2016.11.1 22

＜広告欄＞

募　

集

外
国
籍
市
民
の
日
本
語
学
習

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

市
内
に
在
住
す
る
外
国
籍
市
民
の
日
本

語
学
習
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
子
ど
も
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
内
小
中
学
校
で
、
教
室
等
に
入
り
、

授
業
を
受
け
る
外
国
籍
児
童
・
生
徒
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
教
員
免
許
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
外
国
語
が
話
せ
な
く
て
も
大
丈

夫
で
す
。

◇
生
活
者
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
日
本
語
教
室

の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
し
ま
す（
各
教

室
に
よ
り
、
活
動
内
容
や
受
講
対
象
者
な

ど
が
異
な
り
ま
す
）。

　

上
田
市
多
文
化
共
生
推
進
協
会（
Ａ

　
　

Ｍ
Ｕ
）　

TEL 

25
・
２
６
３
１

　
　
（

市
民
課
）

公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

　

市
で
は
、
平
成
26
年
11
月
の「
地
域
公

共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
」の
施
行
に
伴
い
、
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
可
能
な
公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
め

ざ
し
て
、「
上
田
市
地
域
公
共
交
通
総
合

連
携
計
画
」（
平
成
20
年
３
月
策
定
）を
基

本
的
に
継
承
し
た
新
た
な
計
画
と
し
て
、

「
上
田
市
公
共
交
通
網
形
成
計
画（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
す
る
た

め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
公
募
）

を
実
施
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

11
月
30
日
㈬
ま
で

●
素
案
の
公
表
場
所　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

窓
口（
交
通
政
策
課
、
各
地
域
自
治
セ

ン
タ
ー
）

●
募
集
対
象　

市
民

●
提
出
方
法　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送（
〒
３
８
６
－

８
６
０
１　

住
所
不
要　

交
通
政
策
課

宛
て
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
公
表
場
所

窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
入
手
で
き
ま
す
。

●
意
見
の
公
表　

い
た
だ
い
た
意
見
は
整

理
・
要
約
し
、
意
見
に
対
す
る
考
え
方

を
含
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し

ま
す（
個
人
情
報
の
公
表
お
よ
び
個
別

回
答
は
し
ま
せ
ん
）。

　

交
通
政
策
課　

TEL
23
・
５
０
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX
22
・
４
１
３
１

　
　
　

kotu@
city.ueda.nagano.jp

平
成
29
年
度
生
涯
楽
習

上
田
自
由
塾
講
師
募
集

　

あ
な
た
の
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
て「
教
え
る
楽
し
さ
」を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
結

構
で
す
。開
塾
12
年
目
の
平
成
28
年
度
は
、

１
９
３
講
座
、
塾
生
約
３
０
０
０
名
と
な

り
学
び
の
輪
が
拡
が
っ
て
い
ま
す
。

●
期
間
／
回
数　

平
成
29
年
４
月
９
日

（
開
塾
式
以
降
）〜
平
成
30
年
３
月
／
月

１
〜
２
回
、
１
回
90
分（
原
則
）

●
場
所　

主
に
市
内
の
公
民
館
な
ど
の
公

共
施
設
等

●
内
容　

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
学

べ
、
趣
味
や
研
究
、
職
業
上
で
の
経
験

な
ど
で
教
え
ら
れ
る
も
の（
特
定
の
政

治
、
宗
教
、
企
業
や
職
業
な
ど
の
宣
伝
、

営
利
を
目
的
と
す
る
も
の
な
ど
は
対
象

外
）

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
申
し
込
み　

11
月
１
日
㈫
〜
12
月
28
日

㈬
に
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館

な
ど
に
あ
る「
講
座
計
画
書（
講
師
申
込

書
）」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接

左
記
へ
。
書
式
は
上
田
自
由
塾
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

　

生
涯
楽
習
上
田
自
由
塾
事
務
局

　
　
（
踏
入
２

－

１

－

15
マ
サ
ラ
ビ
ル
２
階
）

　
　

TEL
22
・
６
８
４
０

　
　
（

生
涯
学
習
課
）

上
田
市
霊
園
・
上
野
霊
園

利
用
者
募
集

◇
上
田
市
霊
園

●
所
在
地　

諏
訪
形
１
７
５
６
番
地

●
募
集
区
画　

１
種
７
区
画（
６
平
方
メ
ー

ト
ル
）、
２
種
１
区
画（
４
・
86
平
方
メ
ー

ト
ル
）

●
管
理
料　

１
４
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

16
万
８
０
０
０
円

◇
上
野
霊
園

●
所
在
地　

上
野
８
７
４
番
地
2

●
募
集
区
画　

２
区
画（
６
・
55
平
方
メ
ー

ト
ル
）

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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●
管
理
料　

２
５
０
０
円
／
年

●
永
代
使
用
料　

68
万
円

◇
共
通
事
項

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
墓

地
を
お
持
ち
で
な
い
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

①
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て
い
る
方（
死

　

体
埋
火
葬
許
可
証
の
写
し
が
必
要
）

②
遺
骨
を
親
せ
き
な
ど
の
墓
地
に
仮
埋
葬

　

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
遺
骨
を
寺
社
な

　

ど
に
預
け
て
い
る
方（
寺
社
ま
た
は
墓

　

地
管
理
者
の
証
明
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

11
月
17
日
㈭
〜
30
日
㈬
に

左
記
に
あ
る
指
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
左
記
窓
口
へ
。
申

込
者
多
数
時
は
抽
選
。
詳
細
は
申
込
者

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集

へ
別
途
連
絡
。
各
霊
園
の
重
複
申
込
は

不
可
。

●
そ
の
他　

上
野
霊
園
の
壁
面
墓
地
は
、

区
画
が
空
い
て
い
ま
す
の
で
、
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
22
・
４
１
４
０

お 知 ら せ

信州上田真田丸大河ドラマ館
目標の入館者70万人を達成‼
　信州上田真田丸大河ドラマ館は、開館当初の目標であった入館者50万人を７月に達成し
た後、新たな目標を70万人としていましたが、10月１日に早くも達成し、記念式典を開催
しました。
　節目のお客様となった加

か とう

藤八
はちろう

郎さん
（福井県鯖江市）ご家族には特産の松茸や
真田グッズなどを贈呈し、加藤さんは「70
万人目になり、記念すべき日になった」
と喜びました。
　館内は、７月末に展示内容を大坂編に
変更していますが、10月中旬にリニュー
アルし、展示内容をさらに充実しました。
１度ご覧になった方も、ぜひ２度３度と
お越しください。

市立博物館・上田城櫓
やぐら

平成28年入館者累計50万人を達成‼
　10月６日、例年の約４倍のお客様が来館している市立博物館・上田城櫓では、今年の入
館者が累計で50万人に達したことを記念して式典を開催し、節目のお客様となった南

みなみ

孝
たか

幸
ゆき

さんご一家（埼玉県富士見市）に、博物館優待券や図録などの記念品を贈呈しました。
　城巡りや歴史が好きという南さんは、毎回「家族で『真田丸』を見ているので、家族で来
た」、「孝幸の『幸』は幸村の『幸』と同じで、何かの縁を感じた」と驚き、喜びました。
　市立博物館は、今年１月４日にリ
ニューアルオープンをしています。企画
展示室では真田氏関連特別企画展として
資料等を展示し、上田城北櫓内では上田
合戦の様子をプロジェクションマッピン
グにより楽しむことができます。さらに
は、通常公開していない県宝の西櫓も特
別公開しています。この機会に、市立博
物館・上田城櫓にぜひお越しください。

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます
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「
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
募
集

認
定
講
習
会
を
開
催

◇
婚
活
サ
ポ
ー
タ
ー

　

県
で
は
、
結
婚
を
希
望
す
る
方
に
出
会

い
の
仲
介
や
結
婚
相
談
な
ど
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、「
し
あ
わ
せ
信
州
婚
活
サ
ポ
ー

タ
ー
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み　
「
申
込
書
」と「
誓
約
書
」

に
身
分
証
の
写
し
を
添
付
し
、
郵
送

（
〒
３
８
０

－

０
９
３
６
長
野
市
中
御

所
岡
田
98

－

１
長
野
県
婚
活
支
援
セ
ン

タ
ー
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出（
詳
細

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら「
婚
活
サ

ポ
ー
タ
ー
」で
検
索
）。

◇
認
定
講
習
会

　

サ
ポ
ー
タ
ー
認
定
の
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

11
月
12
日
㈯
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階

●
そ
の
他　

講
習
会
の
詳
細
は
、
サ
ポ
ー

タ
ー
応
募
者
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

長
野
県
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
（
県
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
）　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
７
３

　
　

FAX
０
２
６
・
２
３
５
・
７
０
８
７

　
　
（

政
策
企
画
課
）

お宝発見！
上田の

真田氏関連の市指定文化財を紹介します。

昌
幸
ら
の
九
度
山
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
う
か
が
え
る
史
料

「
真さ
な

田だ

昌ま
さ
ゆ
き幸
書し
ょ

状じ
ょ
う

」

　

慶
長
５（
１
６
０
０
）年
12
月
、
第
二
次
上
田
合
戦
で
徳

川
方
に
抗あ
ら
が

っ
た
罪
で
、
真
田
昌
幸
一
行
は
配は
い

流る

先
の
高
野

山（
和
歌
山
県
）に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
昌
幸
は
妻

の
山や
ま
の
て手
殿ど
の

を
上
田
に
残
し
、
信の
ぶ

繁し
げ（
幸ゆ
き
む
ら村
）と
そ
の
妻
の

竹ち
く
り
ん
い
ん

林
院
と
娘
、
高た
か

梨な
し

内な
い

記き

ら
昌
幸
の
家
臣
16
人
を
同
行
さ

せ
ま
す
。
初
め
は
真
田
家
と
縁
の
あ
っ
た
高
野
山
蓮れ
ん

華げ

定じ
ょ
う

院い
ん

に
入
る
予
定
で
し
た
が
、
高
野
山
は
女
人
禁
制
で
こ
れ

が
叶
わ
ず
、
山
麓
の
九
度
山
に
屋
敷
を
構
え
て
住
ま
い
と

し
ま
し
た
。
現
在
の
善ぜ
ん

名み
ょ
う

称し
ょ
う

院い
ん（
真
田
庵
）が
そ
の
屋
敷
跡

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

  

九
度
山
に
軟
禁
さ
れ
た
昌
幸
た
ち
の
生
活
は
、
外
出
が

で
き
る
な
ど
比
較
的
自
由
な

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

生
活
費
な
ど
、
金
銭
的
に
は

と
て
も
苦
し
か
っ
た
よ
う
で

す
。
地
元
の
紀
州
藩
か
ら
支

給
さ
れ
る
お
金
で
は
足
り

ず
、
上
田
の
信の
ぶ
ゆ
き之
ら
身
内
か

ら
の
援
助
で
な
ん
と
か
暮
ら

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
今
回

紹
介
す
る
史
料
は
、
九
度
山

に
い
た
昌
幸
か
ら
上
田
に
届
い
た
書
状（
手
紙
）で
す
。

  

こ
の
手
紙
に
は
、「
昌ま
さ

親ち
か（
信
之
・
信
繁
の
弟
）に
工
面
を

頼
ん
だ
40
両
の
う
ち
、
半
分
の
20
両
を
受
け
取
っ
た
が
、

借
金
が
多
く
難
儀
し
て
い
る
の
で
、
残
り
の
20
両
も
早
く

送
っ
て
欲
し
い
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ほ
か
に

送
金
し
て
も
ら
う
予
定
の
お
金
も
、
用
意
で
き
た
分
か
ら

送
っ
て
欲
し
い
」と
あ
り
、
九
度
山
で
の
生
活
が
い
か
に
苦

し
い
も
の
だ
っ
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。
な
お
、
真
田
昌

親
は
関
ヶ
原
合
戦
の
際
に
信
之
と
行
動
を
共
に
し
た
人
物

で
、
丸
子
地
域
平
井
の
宮
沢
御
屋
敷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

  
上
田
の
近
親
者
は
こ
う
し
た
昌
幸
た
ち
の
暮
ら
し
ぶ
り

を
心
配
し
、
お
金
に
限
ら
ず
、
物
資
を
送
る
な
ど
し
て
支

え
た
と
い
い
、
信
之
の
妻
の
小こ

松ま
つ

姫ひ
め

が「
鮭さ
け

の
子
」を
送
っ

た
と
い
う
逸
話
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
上
田
の
懐
か
し
い

食
物
を
受
け
取
っ
た
昌
幸
た
ち
は
、
苦
し
い
生
活
の
中
で

も
ほ
ん
の
少
し
笑
顔
を
取
り
戻
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

  

こ
の
手
紙
の
ほ
か
、
真
田
地
域
の
寺
社
に
は
真
田
家
か
ら

出
さ
れ
た
文
書
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
７

点
を
ま
と
め
て
市
指
定
文
化
財
と
し
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
２

動画でもご覧動画でもご覧
いただけますいただけます

お
知
ら
せ

催
し

講
座
・
教
室

募
集
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わがまち魅力アップ
応援事業を紹介する
コーナーです。

　

諏
訪
形
自
治
会
で
の
自
治
会
加
入
状
況
は
、
昭
和
30
年
以
降
に

新
た
に
自
治
会
へ
加
入
さ
れ
た
方
の
比
率
が
約
６
割
と
な
る
な

ど
、
住
民
と
地
域
の
関
係
性
が
希
薄
化
し
て
い
く
中
、
地
域
に
興

味
を
持
つ
こ
と
で
住
民
間
の
連
帯
感
を
強
め
、
地
域
に
愛
着
を
持

て
る
よ
う
、
諏
訪
形
地
域
の
歴
史
や
文
化
、
気
候
、
地
勢
な
ど
を

１
冊
の
冊
子
に
ま
と
め
あ
げ
よ
う
と
平
成
27
年
に「
諏
訪
形
誌
刊

行
委
員
会
」を
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
に
は
現
在
約
70
名
の
委
員
が
所
属
し
、
地
元「
Ｊ
Ａ

信
州
う
え
だ
上
田
西
支
所
城
下
店
」の
１
室
を
借
り
、
月
曜
か
ら

金
曜
ま
で
の
午
前
中
ほ
ぼ
毎
日
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

同
地
域
に
は
、
昔
か
ら
の
書
類
、
資
料
等
が
数
多
く
保
存
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
古
墳
時
代
に
ま
で
遡

さ
か
の
ぼ

り
、

現
在
に
至
る
ま
で
の
地
域
に
関
す
る
情
報
収
集
や
資
料
の
整
理
を

行
い
な
が
ら「
諏
訪
形
誌
」の
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

曖
昧
な
情
報
で
は
な
く
、

少
し
で
も
正
確
な
資
料
と
し

て
完
成
さ
せ
た
い
と
活
動
を

続
け
て
い
ま
す
が
、
過
去
の

資
料
を
整
理
し
て
い
る
と
、

断
片
的
に
記
録
が
途
絶
え
て

い
る
部
分
が
い
く
つ
も

見
つ
か
り
、
委
員
同
士

の
協
力
に
よ
り
そ
の
空

白
部
分
を
埋
め
て
い
く

作
業
を
し
て
い
ま
す
。

　

副
委
員
長
の
柳
沢
さ

ん
は「
１
人
、
２
人
で

完
成
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
多
く
の
人
が
関
わ
り
な
が
ら
作
り
上

げ
て
い
き
、
皆
が
愛
着
の
湧
く
も
の
と
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
動
を
し
て
い
く
中
で
新
た
な
発
見
な
ど
も
あ
り
、
編

集
委
員
の
笠
井
さ
ん
は「
自
分
が
生
き
て
き
た
時
代
以
外
は
知
ら

な
い
こ
と
も
多
く
、
感
心
と
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
す
」と
現
在
の

感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

　

完
成
後
は
、
冊
子
を
活
用
し
住
民
同
士
の
交
流
の
促
進
を
図
れ

る
よ
う
に
、
座
談
会
、
学
習
会
、
講
演
会
等
を
開
催
し
て
い
く
予

定
で
す
。

　

委
員
長
の
北
沢
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
に
興
味
を

持
て
る
も
の
を
作
り
上
げ
、
完
成
後
は
５
年
、
10
年
、
20
年
と
後

世
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
、
広
く
知
ら
せ
て
い
き
た
い
」と
未
来

へ
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

諏
訪
形
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
へ

諏訪形誌刊行委員会

〈事業の説明〉
「諏訪形誌刊行委
員会」では、平成
28年度からわがま
ち魅力アップ応援
事業の採択を受
け、地域の資料
収集等により歴史
をまとめ、４年後
の2020年に「諏訪
形誌」刊行を目標
に取り組んでいま
す。完成後は、よ
り地域への愛着や
一体感を醸

じょう

成
せい

した
いと期待を抱きな
がら活動を続けて
います。

北き
た
ざ
わ沢
伴と
も

康や
す

さ
ん
、
柳や
な
ぎ

沢さ
わ

公こ
う
い
ち一
さ
ん
、
笠か
さ

井い

峯み
ね

子こ

さ
ん

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈱ホープ長野営業所（TEL050・5838・2344）へ。
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丸子図書館 TEL42・2414
※月曜日休館

おはなし会
　「ひまわり人形劇サークル」の皆さんによる人形劇「たべ
られたやまんば」、丸子修学館高校生徒によるペープサー
ト「スイミー」・「おおきなかぶ」です。お楽しみに！
日　時 　11月19日㈯10：30～

上田情報
ライブラリー TEL29・0210

※火曜日休館

あかちゃんと楽しむえほんの会
　図書館の職員と上田女子短期大学の学生さんたちによる
おはなし会です。図書館のカードを持ってご参加ください。
日　時 　11月20日㈰10：30～11：00

パソコン教室「ネット＆カフェ inライブラリー」
　ワード・エクセル・インターネットの基礎を学びます。レ
ベルに合わせて個別にサポートします。休憩時間にはお茶
を楽しみましょう。ご自身のノートパソコン持ち込みも可
能です。
日　時 　毎月第４月曜日（12月は第３月曜日）
　　　　　13：30～15：45
定　員 　20名
参加費 　１回1,000円（お茶代を含む）
　　　　　別途教材費1,000円（初回のみ）
申し込み 　各月の１日以降に、電話で。

西部公民館 TEL27・7544

家庭でできる！イタリア料理教室Ⅱ
日　時 　11月29日㈫9：30～12：00
講　師 　成

なるさわ

澤好
よしたか

貴氏（イタリアンシェフ）
定　員 　先着16名
参加費 　1,500円（受講料、材料費）
持ち物 　エプロン、三角巾など
申し込み 　11月15日㈫～22日㈫に、電話、または窓口へ。

笑いのヨガ講座Ⅳ～笑顔のチカラ～
　毎日子育てでイライラが募ってしまっている方、笑顔で
毎日をいきいきと過ごしたい方、笑う仲間とつながりたい
方等におススメの企画です。
日　時 　11月17日㈭13：00～14：00
場　所 　塩尻地区公民館
講　師 　佐

さ

藤
とう

志
し ほ

穂氏（認定ラフターヨガティーチャー）
定　員 　先着50名　　受講料 　100円
申し込み 　11月10日㈭～15日㈫に、電話、または窓口へ。
その他 　当日は動きやすい服装でお越しください。

信州
国際音楽村

TEL42・3436
FAX42・3948

Kodamaサロン
尺八・ピアノ Duo「岩田卓也＆MAKI」
　ホールこだま毎月恒例のコンサートです。
　邦楽と洋楽のコラボレーションをお楽し
みください。
日　時 　11月11日㈮19：00～、
　　　　　ゆうぐれCAFÉ18：00～
出　演 　岩

いわ

田
た

卓
たく

也
や

氏（尺八）
　　　　　M

ま き

AKI氏（ピアニスト・作編曲）
料　金 　1,500円（ドリンク付）

信州国際音楽村女子会
　音楽を歌って楽しく食事をして交流する女性向けのイベ
ントです。童謡、唱歌など一緒に楽しく歌いましょう。
日　時 　11月19日㈯11：00～
入場料 　3,000円　　定　員 　30名程度（女性限定）
出演・ナビゲーター　鵜

うの

木
き

絵
え り

里氏（オペラ歌手・二期会会員）
　　　　　多

た だ

田聡
さと

子
こ

氏（ピアニスト）

ヴィオラセミナー室内楽演奏会
　国内のオーケストラの首席プレーヤーによるセミナー受
講生らによる室内楽のコンサートです。
日　時 　11月17日㈭19：00～（開場18：30）
出　演 　ヴィオラセミナー受講生、講師
講　師 　鈴

すず

木
き

学
まなぶ

氏（東京都交響楽団ソロ首席ヴィオラ奏者）
　　　　　佐

さ さ き

々木亮
りょう

氏（NHK交響楽団首席ヴィオラ奏者）
　　　　　鈴

すず

木
き

康
やす

浩
ひろ

氏（読売日本交響楽団ソロ・ヴィオラ奏者）
料　金 　500円

真田図書館 TEL72・8080
※月曜日休館

おはなし広場開催
日　時 　11月19日㈯10：30～
内　容 　図書館サポーター「たまて箱」の皆さんによるパ

ネルシアターなど。
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中央公民館
TEL22・0760
FAX22・1633

山辺さんちの甘酒＆高橋さんちのスイーツ作り
　山辺糀店の甘酒の作り方を学び、甘酒の魅力や活用等の
お話を伺います。甘酒を使ってスイーツ作りの調理実習を
行います。
日　時 　12月８日㈭10：00～12：00
講　師 　山

やま

辺
べ

哲
てつ

雄
お

氏（山辺麹店６代目）
　　　　　高

たかはし

橋順
じゅん

子
こ

氏（菓子職人）
受講料 　500円（材料費込）　　定　員 　先着20名
申し込み 　11月11日㈮9：00以降、電話で。
　　　　　託児希望者は11月18日㈮までにご連絡ください。

丸子公民館 TEL42・3147　FAX42・0303

楽しく体力作り
　音楽に合わせて、手足を使って、脳トレをしましょう。
歌いながら、声を出しながら、笑いながら、楽しくゆった
り体を動かします。
日　時 　11月15日・22日、12月13日・27日、平成29年１

月10日・24日、２月14日・28日、３月14日・28日
（全日程火曜日）13：30～15：00

講　師 　澤
さわ

路
じ

春
はる

代
よ

氏（チャレンジママプロジェクト代表）
対　象 　市内在住・在勤の方
定　員 　先着15名（最少催行人数５名）
参加費 　1,000円（10回分、初回徴収）
持ち物 　飲み物、バスタオル
申し込み 　11月８日㈫以降、電話またはFAXで。

抱っこdeライブ
　お子さんと一緒に楽しめる演奏会です。妊婦さんの参加
も大歓迎です
日　時 　11月29日㈫・12月２日㈮10：30～11：30
　　　　　（開場10：00）
場　所 　信州国際音楽村生涯学習の里研修センター
講　師 　林

はやし

友
とも

美
み

氏（ピアノ）、山
やま

岸
ぎし

美
み

寿
す

々
ず

氏（歌）
対　象 　市内在住の未就園児親子
定　員 　先着30組
参加費 　１組100円（当日徴収）
申し込み 　11月９日㈬以降、氏名、住所、電話番号を、

電話またはFAXで。

点字図書館 TEL22・1975

点訳ボランティア養成講座
日　時 　平成29年１月17日～３月21日の毎週火曜日
　　　　　13：30～15：30（全10回）
対　象 　初めて点字を学ぶ方、または初級の方で原則と

して毎回出席でき、将来ボランティアとして活
動したい方（パソコンをお持ちの方）

定　員 　先着10名
受講料 　無料（別途テキスト代1,080円、ボランティア活

動保険料300円）
持ち物 　USBメモリ
申し込み 　11月10日㈭～12月２日㈮までに、電話で。

マルチメディア
情報センター

TEL39・1000　FAX39・1010
URL  http：//www.umic.jp
※水曜日休館

パソコンで年賀状を作ろう
　パソコンで2017年の年賀状を作る方のための講座です。
市販の年賀状作成ソフトを使って、宛名の印刷や文面のデ
ザインの仕方を学びます。
日　時 　11月28日㈪・12月４日㈰13：30～16：00
　　　　　（どちらか１日）
対　象 　文字入力のできる方
受講料 　2,000円（年賀状作成ソフト代含む）
定　員 　先着各20名（最小催行人数５名）
申し込み 　11月７日㈪以降、電話で。

光るクリスマスカードを作ろう
　LEDと電気を通すテープを使って光るメッセージカード
を作ってみよう。
日　時 　12月４日㈰9：30～12：00
対　象 　小学４年生～
　　　　　（小学３年生以下は保護者同伴で参加可能）
受講料 　300円
定　員 　先着20名（最小催行人数５名）
申し込み 　11月13日㈰以降、電話で。

上田図書館 TEL22・0880
※月曜日休館

上田図書館「おはなしと本の会」
　「おはなしざしきわらしの会」の皆さんによる、おはなし
や手遊びです。
◇上田図書館
日　時 　11月12日㈯10：30～
◇創造館分館
日　時 　11月26日㈯未就園児10：30～
　　　　　　　　　　 園児・児童11：00～



サ ン ト ミ ュ ー ゼ ニ ュ ー ス
交 流 文 化 芸 術 セ ン タ ー ・ 市 立 美 術 館 通 信
サ ン ト ミ ュ ゼ ニ ュ
　交流文化芸術センター　TEL27・2000　市立美術館　TEL27・2300 火曜日休館

表紙説明

武石小学校　マツタケ収穫体験
　10月11日、武石小学校６年生が武石財産区有林でマツタケの収穫を体験しました。
　この収穫体験は、「自然の素晴らしさや山の恵みに感謝し、自分の生まれたふるさとに親しみや誇りをもっ
てもらいたい、山の魅力や収穫する喜びを子どもたちに伝えたい」との願いから、市と財産区、小学校が協
力して、平成10年から行っています。子どもたちは一人ずつ慎重にマツタケを採り、「大きいね」「いい匂
いがするよ」とうれしそうに話していました。収穫したマツタケは、お世話になった地域の方を招き、26日
の給食でマツタケご飯にして全校児童で味わいました。

劇場美術館「劇場の記憶・舞台の軌跡」

谷
や

古
こ

宇
う

正
ま さ

彦
ひ こ

写真展
　舞台写真界の第一人者として活躍する谷古宇氏の写真
展。役者の息遣いを感じる刹那を捉えた、必見の劇場美術
館！
日　時 　11月11日㈮～23日（水・祝）
　　　　　開館時間10：00～19：00
　　　　　（最終入館18：30）
　　　　　初日11日㈮は15：00～
　　　　　最終日23日㈬は16：00まで
場　所 　大スタジオ
料　金 　無料

劇場
ホール

ワンコインマチネvol.10

津
つ の だ

野田圭
け い

（ハープ）
　ワンコインマチネを優雅に飾る、ハープの調べをお楽し
みください。
日　時 　12月８日㈭11：30～12：30
　　　　　（開場11：00）
場　所 　小ホール
料　金 　500円
　　　　　（全席指定。未就学児入場

不可）
チケット 　11月７日㈪10：00～サント

ミューゼ（窓口、Web予約）

劇場
ホール

子どもアトリエであそぼう
　子どもアトリエで自由に創作活動をしませんか
（参加費無料）。
◇えのぐであそぼう
　思いっきりえのぐであそぼう。大きな紙に描くよ。
日　時 　11月20日㈰10：00～11：00（受付9：30～）
対　象 　小学生以下の子どもと保護者
定　員 　30名（当日先着順）

子ども
アトリエ

◇アトリエ開放日
　子どもアトリエで自由にあそぼう。身近な材料や道具で
つくったり描いたりしてみよう。
日　時 　11月の毎週木曜日10：00～12：00の好きな時間

（３日は休み）
対　象 　小学生以下（未就学児は保護者同伴）

名古屋フィルハーモニー交響楽団
名曲コンサート
（指揮／飯

いいもり

守泰
たい

次
じ

郎
ろう

、ピアノ／金
かね

子
こ

三
み

勇
ゆ じ

士）
　サントミューゼが送る、名曲ぞろいの至高の２時間。
日　時 　平成29年３月26日㈰15：00～（開場14：15）
場　所 　大ホール
プログラム 　ワーグナー／楽劇『ニュルンベルクのマイスター
　　　　　　　　　　　　　　ジンガー』第１幕 前奏曲
　　　　　バルトーク／ピアノ協奏曲第３番
　　　　　チャイコフスキー／交響曲 第５番 ホ短調作品64
料　金 　Ｓ席5,000円
　　　　　Ａ席4,000円
　　　　　Ｂ席3,000円（Ｕ-25／半額
　　　　　［サントミューゼ窓口のみ、

要年齢確認証］、全席指定。
未就学児入場不可）

チケット 　11月12日㈯10：00～サント
 ミ ューゼ（窓口、Web予

約）、その他プレイガイド

劇場
ホール川

か わ

久
く

保
ぼ

賜
た ま

紀
き

ヴァイオリンリサイタル
（ピアノ／江

え

崎
ざき

昌
まさ

子
こ

）
　川久保さんにしか作れない、思い出に残るリサイタル。
日　時 　11月18日㈮19：00～（開場18：30）
場　所 　小ホール
プログラム 　ベートーヴェン／
　　　　　ヴァイオリンソナタ第1番

ほか
料　金 　2,000円
　　　　　（Ｕ-25／1,000円［サント

ミューゼ窓口のみ、要年
齢確認証］、全席指定。未
就学児入場不可）

劇場
ホール

©Shinichiro Saigo©Shinichiro Saigo

©Ayako Yamamoto©Ayako Yamamoto

©Yuji Hori©Yuji Hori
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カンガルーニュースは
市ホームページでも
ご覧いただけます

行政チャンネルをご覧ください
●上田ケーブルビジョンCATV009　●丸子テレビ放送CA103
　  広報情報課　TEL71・8080

市政の重要課題や、市民生活に密着した情報などを分かりやすくお伝えするための番
組を放送しています。番組はインターネットからもご覧いただけます。これまでに放
送した番組も掲載していますので、ぜひご覧ください。
http：//www.youtube.com/user/cityuedakoho
YouTubeにアクセスし「上田市行政チャンネル」で検索。

　“もうひとつの真田”、東北における真田氏ゆかりの地であ
る由利本荘市に、大河ドラマ『真田丸』関連のイベントに合わ
せ訪問してきました。
　由利本荘市は、真

さな

田
だ

信
のぶ

繁
しげ

公の五女・御
お

田
でん

の方
かた

が亀田藩主に
嫁いだことから真田氏ゆかりの地の一つとなっています。私
自身も10年程前に真田サミットが開催された際に訪れて以
来の訪問でしたが、『真田丸』の影響も相まって、多くの観光
客で賑

にぎ

わいを見せていました。
　また、秋田市で開催された草

くさかり

刈正
まさ

雄
お

さんたちキャストの
トークショーは立ち見も出るほどの超満員のお客様で、たい
へんな熱気に包まれており、真田人気の高さを改めて実感し
ました。
　私は、『真田丸』放送を機に、東北から関西にいたるまで広
域的な連携、経済波及効果を求めていきたいと常々申し上げ
てきましたが、その成果の一端を確認することができまし
た。今後、真田氏ゆかりの地が更

さら

に盛り上がるよう、引き続
き取り組んでまいります。

９月22日㈭

東北の真田氏ゆかりの地
秋田県由

ゆ り

利本
ほんじょう

荘市を訪問してきました

　上田城と大阪城は真田信繁公が大坂の陣で活躍した縁により、平成18
年に友好城郭提携を締結しており、「大河ドラマ『真田丸』」の舞台～大阪城
の秋まつり～」に合わせ、提携10周年記念イベントが開催されました。
　イベントでは、私も参加したトークショーや別所温泉「岳

たけ

の幟
のぼり

」と「三
み

頭
かしら

獅子」の演舞を行い、信州上田をPRしてまいりました。
　特にトークショーでは、北

きたがわ

川央
ひろし

・大阪城天守閣館長の進行で、岡
おかもと

本章
あきら

・
九度山町長、元OSK日本歌劇団トップスターの桜

おう

花
か

昇
の

ぼるさん、講談師
の旭

きょく

堂
どう

南
なん

陵
りょう

氏などとともに、トークと歌でこの10年間を振り返りました。
　また、12月にサントミューゼと大阪市で開催される歌劇「大阪城パラ
ディオン」（桜花昇ぼるさんほかOSK・宝塚歌劇団の元団員、太鼓集団の「打
打打団天鼓」も出演）の紹介もありました。
　私は昨年大阪市内で鑑賞しましたが、とても楽しめ、『真田丸』の締めに
合わせればまた格別の思い出になるかと思います。
　『真田丸』はいよいよクライマックスへと向かっておりますが、大阪も熱
く盛り上がっていました。上田も更

さら

に盛り上がりつつ、両城を核とした両
市の交流が一層盛んになることを期待します。

10月10日（月・祝）

「大阪城・上田城友好城郭提携10周年記念イベント」
に参加してきました

由利本荘市天鷺村内「真田企画展」会場にて

写真右から、栗
くりはら

原英
ひで

雄
お

さん（真
さな

田
だ

信
のぶ

尹
ただ

役）、草刈正雄さん（真
さな

田
だ

昌
まさゆき

幸役）

　　　　　　長
は せ べ

谷部誠
まこと

・由利本荘市長、私(上田市長)

写真右から、北川央・大阪城天守閣館長

　　　　　　田
た

中
なか

清
せい

剛
ごう

・大阪市副市長、私(上田市長)
　　　　　　真田幸丸（信州上田「真田丸」応援団長）
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まちの話題

ご当地焼き鳥が上田に集結！
全国やきとリンピック®in信州上田

　日本全国のご当地焼き鳥が味わえる「第10回全国やきとリ
ンピック®in信州上田」が上田城跡公園で開催され、北海道か
ら沖縄県までの12都道県15店舗が一堂に会し、自慢の焼き
鳥を販売しました。市内からも、美

お

味
い

だれ焼き鳥を販売した
店舗に長蛇の行列ができ、人気を集めていました。
　会場の芝生広場周辺には朝から香ば
しい匂いが漂い、来場者は家族や友人ら
と食べ比べを楽しみました。

10月１日㈯・２日㈰

新作「真田の里」を初展示
原
はら

田
だ

泰
たい

治
じ

が描く  ふるさと詩情

　市立美術館では原田泰治氏の原画展を開催しています。
今回の展覧会には100号の大作が一堂に並び、真田地域を描
いた新作も展示されています。
　展覧会の初日に開催されたギャラリートークで原田さん
は、「萱

かや

葺
ぶき

屋根の家屋に今なお生活の匂いがすることに感動
し筆を取った。合併したそれぞれの地
域で異なる風景があることが上田の魅
力」と語りました。

９月17日㈯～11月21日㈪

上田

トップアスリートから学びました！
谷
たに

口
ぐち

浩
ひろ

美
み

講演会
　真田中央公民館で谷口浩美氏の講演会が開催され、約100人が参加し
ました。
　講演会では、バルセロナオリンピックのマラソンで、転倒したけれど

最後まで諦めずに走り切ったエピソードなどを、当時の映
像とともに振り返りました。また、1991年に獲得した世
界陸上日本男子初の金メダルに触ることもでき、首にかけ
て記念撮影する姿も見られました。
　講演後のミニマラソン教室では、マラソンの基礎をトッ
プアスリートから学びました。

９月11日㈰
真田

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

　大河ドラマ「真田丸」で真
さなだ

田昌
まさゆき

幸を演じる草
くさかり

刈正
まさ お

雄さんが一日
警察署長に委嘱され、特殊詐欺の被害や交通事故の防止を呼び
かけました。
　草刈さんは、「安全安心な街づくりを上田市の皆さんの力で
推進していきましょう」と宣言。「では、おのおのぬかりなく」
とドラマのセリフで会場を沸かせました。

　また、河
か わ ら

原綱
つないえ

家を演じる
大
おお の

野泰
やす

広
ひろ

さんも登場し、沿道
に駆け付けた観衆と共に特殊
詐欺や事故防止のポイント
を、ユーモアを交えて確認し
ました。

「おのおの、ぬかりなく」防犯・交通安全を啓発
草刈正雄さん一日警察署長 ９月19日（月・祝）

上田

上田

動画でもご覧動画でもご覧
いただけますいただけます
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まちの話題

来年度の新たな仲間と歌の交流
依田窪南部中学校「紫

し

苑
おん

祭
さい

」

　「革命～みんなで踏み出す61歩目～」をテーマに紫苑祭が
開催され、日々の学習や生活の集大成として、展示発表や意
見文発表、クラスの団結力が発揮される体育祭「なんぶリン
ピック」、ステージ発表、合唱コンクールなどが行われました。
　来年４月、依田窪南部中学校は長和
町立和田中学校と統合することから、
開会式には武石・長門・和田小学校６年
生と和田中学校１・２年生が招待され、
歌の交流として全員で「♪COSMOS」を
合唱しました。

９月23日㈮・24日㈯

秋晴れの下、さわやかに、軽やかに
第30回上田古戦場ハーフマラソン

　県営上田球場をメイン会場に開催した上田古戦場ハーフマ
ラソンに約2,500人のランナーが参加し、沿道の声援を受け
ながら、さわやかな秋景色の中を駆け抜けました。
　ゲストランナーの尾

お

崎
ざき

好
よし

美
み

さん（2012ロンドンオリンピッ
ク女子マラソン日本代表）も参加者と一緒に10キロ種目を走
り、ゴール後は声を掛けながら笑顔で参加者をお迎えしてい
ました。
　今年30回目の節目となった大会には、姉妹都市の和歌山
県九度山町からも参加があり、交流を図りました。

10月２日㈰

上田

おいしいワインに期待！
ワイン用ぶどう収穫作業体験
　塩川陣場地区で栽培されている、ワイン用ぶどうの収穫作業
体験が行われました。
　この日は82人が参加し、赤ワイン用品種の「メルロー」を一房
一房ていねいに収穫しました。
　大阪から参加された方は、「初めて参加しました。こんなに
広い畑があるとはびっくり。とても気持ちが良いですね」と話
していました。

10月４日㈫

市立博物館特別企画展　第四期
大坂の役と語りつがれる真田

10月１日㈯～平成29年１月31日㈫
　市立博物館では、大河ドラマ「真田丸」の放送に合わせ、今
年１月から真田氏関連特別企画展を開催しています。
　10月からの第四期は、真

さな

田
だ

信
のぶ

繁
しげ

（幸
ゆき

村
むら

）が、天下に名をと
どろかせた「大坂の役」からの内容を中心に紹介しています。
　また、新出資料として、「真

さな

田
だ

信
のぶ

之
ゆき

公位牌（正念寺蔵）」、「信
州上田初めの真田陣絵図（上智大学中澤
研究室蔵）」も期間限定で展示していま
す。 動画でもご覧いただけます動画でもご覧いただけます

上田

武石

丸子
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９
月
18
日
、
真さ
な

田だ

昌ま
さ

幸ゆ
き

役
の
草く
さ

刈か
り

正ま
さ

雄お

さ
ん
と
大お
お

谷た
に

吉よ
し

継つ
ぐ

役
の
片か
た

岡お
か

愛あ
い

之の

助す
け

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て
丸
子

文
化
会
館
で
開
催
し
た「
真
田
丸
」大

文
化
祭
に
、
県
内
外
か
ら
約
６
５
０

人
の
観
客
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

片
岡
さ
ん
は
、『
関
ヶ
原
の
戦
い
』

の
場
面
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
に
つ
い
て「
衝
撃

的
で
す
ね
。
ロ
ケ
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
の
で
す
が
行
か
れ
ま
せ
ん
で
し

た
」と
残
念
が
り
、
ま
た
撮
影
前
に

大
谷
吉
継
の
お
墓
に
訪
れ
た
際
、「
お

祈
り
し
た
ら
す
っ
と
胸
が
落
ち
、（
演

じ
て
）い
い
よ
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
」と
明
か

し
ま
し
た
。そ
し
て
、会
場
ス
ク
リ
ー

ン
に
放
映
さ
れ
た「
大
谷
さ
ん
死
な

な
い
で
」と
の
市
民
か
ら
の
悲
痛
な

声
に
は
、「
嬉
し
い
で
す
け
れ
ど
台

本
に
書
い
て
あ
り
ま
す
か
ら
。
歴
史

で
も
そ
う
な
っ
て
い
る
の
で
」と
笑

い
を
誘
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
草
刈
さ
ん
は
、『
犬い
ぬ

伏ぶ
し

の

別
れ
』の
場
面
に
つ
い
て「
親
父
を
超

え
て
息
子
た
ち
が
立
派
に
な
っ
て
い

く
シ
ー
ン
。
感
無
量
で
し
た
」と
し
、

徳
川
・
豊
臣
に
親
子
兄
弟
が
分
か
れ

る
こ
と
を
信の
ぶ

幸ゆ
き（
大お
お

泉い
ず
み

洋よ
う

さ
ん
）が

『
私
は
決
め
た
！
』と
決
断
し
た
こ
と

に
、「
長
男
が
決
め
た
と
い
う
い
い

意
味
で
の
裏
切
り
で
し
た
」と
打
ち

明
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
第
２
話
で

昌
幸
が
織
田
に
つ
く
こ
と
を
決
意
し

た
時
と
同
じ
言
い
回
し
だ
っ
た
こ
と

に「
ジ
ー
ン
と
き
ま
し
た
」と
振
り
返

り
、「
わ
し
は
決
め
た
！
」と
セ
リ
フ

を
披
露
し
、
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り

ま
し
た
。

　

今
後
の
見
ど
こ
ろ
を
片
岡
さ
ん

は
、「
大
谷
吉
継
、
石い
し

田だ

三み
つ

成な
り（
山や
ま

本も
と

耕こ
う

史じ

さ
ん
）が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
信の
ぶ

繁し
げ（
堺さ
か
い

雅ま
さ

人と

さ
ん
）が
背
負
っ
て

い
く
。
孫
の
大だ
い

助す
け（
浦う
ら

上が
み

晟せ
い

周し
ゅ
う

さ
ん
）

の
成
長
も
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」、
草
刈
さ
ん
は
、
ひ
げ
を
蓄
え

貫
禄
の
増
し
た
新
作
ポ
ス
タ
ー
の
信

繁
を
見
て
、「（
自
分
に
）似
て
い
る

NHK 総合テレビ ㈰午後８時～
再放送（NHK 総合） ㈯午後１時５分～
NHK BSプレミアム ㈰午後６時～

　大河ドラマ「真田丸」上田市推進協議会　（  シティプロモーション推進室内）　TEL75・2554

草刈正雄さん

片岡愛之助さん

ね
」と
し
、「（
信
繁
・
信
幸
）二
人

の
成
長
が
本
当
に
楽
し
み
で
す
」

と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。

　

同
文
化
祭
で
は
、
真
田
愛
に
溢

れ
る
地
元
団
体
に
よ
る
太
鼓
や
殺た

陣て

な
ど
の
演
出
や
、
青あ
お

木き

裕ゆ
う

子こ

さ

ん（
中
軽
井
沢
図
書
館
館
長
）と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
た
ち
に
よ
る

朗
読
劇
も
あ
り
、
舞
台
に
花
を
添

え
ま
し
た
。

真田丸の航海を見届けろ！
大河ドラマ「真田丸」最終回パブリックビューイング開催！
　いよいよ大航海のクライマックスを迎える大河ドラマ「真田丸」。
　真田幸村の最

さい

期
ご

の勇姿を大勢で見届け、大河ドラマ「真田丸」のご当地として、
真田レッドを身につけて固い絆を結びましょう！
日　時 　12月18日㈰17：30～（開場17：00）予定
場　所 　丸子文化会館セレスホール　　入場料 　無料
申し込み 　 11月30日㈬消印有効、郵便往復はがきに以下の必要事項を記入の上、

申し込みください（応募多数時は抽選）。
 当選者には入場整理券（１枚で２名入場可）をお送りします。
 【往信用表面】〒386-8601（住所不要）シティプロモーション推進室
 　　　　　　「パブリックビューイング」係
 【往信用裏面】①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号
 【返信用表面】①郵便番号、②住所、③名前

幸
村
も
の
が
た
り（
其
の
十
九
）

大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」大
文
化
祭

実
の
父
と
義
理
の
父
、
信
繁
の
二
人
の
父
が
登
場

この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙と植物油インキを使用しています。

人口：159,325人　男：77,994人　女：81,331人　世帯数：66,721世帯市の人口（平成28年10月１日現在）
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